
『幽
夢
影
』
の
編
集
に
關
す
る
一
考
察
ー
書
簡
を
手
が
か
り
に
ー

小

塚
　
由
　
博

は

じ
め
に

ー
．
張
潮
と
『
幽
夢
影
』

2
．
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
幽
夢
影
』

3
．
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
幽
夢
影
』

お

わ

り
に

の
編
集
状
況

の
評
語
の
編
集
状
況

（51）

は
じ
め
に

　
筆
者
は

こ
れ
ま
で
清
初
に
江
南
に
お
い
て
活
躍
し
た
文
人
の
張
潮
に
つ
い
て
、
そ
の
文
人
交
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
彼
の
作
品
に
ど
の
よ
う

に

影
響

を
與
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
友
人
た
ち
と
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
を
1
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
前
號

ま
で
で
、
彼
の
編
纂
し
た
三
種
の
叢
書
（
『
虞
初
新
志
』
『
檀
几
叢
書
』
『
昭
代
叢
書
』
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
し
て
編
纂
刊
行
さ
れ
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

い

っ

た

の

か
に

つ
い
て
調
査

し
た
。
張
潮
は
、
同
時
拉
行
的
に
叢
書
の
編
集
作
業
を
行
い
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
様
々
な
文
人
た
ち
と
の
繋

が

り
が
見
ら
れ
る
。
猫
自
の
書
簡
傳
達
網
を
巧
み
に
利
用
し
な
が
ら
、
掲
載
作
品
の
牧
集
・
校
正
か
ら
、
完
成
し
た
叢
書
の
贈
呈
等
に
到
る

ま
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
書
簡
が
出
版
活
動
を
圓
滑
に
進
め
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と

が
出
來
た
。

　
本
稿
で

は
、
そ
の
調
査
方
法
を
引
き
績
き
用
い
、
『
幽
夢
影
』
の
編
集
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
『
幽
夢
影
』
は
張
潮
の

格
言
集

（清
言
集
）
で
あ
る
が
、
友
人
た
ち
の
聞
で
よ
く
讃
ま
れ
、
今
現
在
傳
わ
っ
て
い
る
『
幽
夢
影
』
に
は
、
多
藪
の
人
物
の
評
語
が
附

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
評
者
に
は
遠
方
の
人
物
も
お
り
、
そ
の
場
合
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
附
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
傳
播
し
て

い

っ

た

か
等
に

つ
い
て

は
、
不
明
な
黙
が
多
い
。
一
方
で
張
潮
と
友
人
た
ち
と
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
に
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
少
な
か
ら

ず
記
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
張
潮
の
書
簡
集
『
尺
績
友
聲
』
及
び
『
尺
績
友
聲
偶
存
』
中
の
『
幽
夢
影
』
に
關
す
る
記
述
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

調
査

し
、
内
容
を
1
つ
1
つ
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

1
．
張
潮
と
『
幽
夢
影
』

　

a
．
張
潮
と
そ
の
交
遊
關
係

　
張
潮
（
一
⊥
ハ
五
o
－
　
1
七
o
九
？
）
字
は
山
來
、
號
は
三
在
道
人
・
心
齋
居
士
。
安
徽
敦
縣
（
新
安
）
の
人
。
ニ
ハ
八
〇
年
頃
に
揚
州
に

居
を
移
し
、
父
の
版
元
（
諮
清
堂
）
を
受
け
措
ぎ
、
出
版
活
動
に
心
血
を
注
ぎ
、
と
り
わ
け
同
時
代
の
文
人
た
ち
の
小
品
作
品
（
短
編
の
筆

記
小
説
）
を
集
め
た
三
種
類
の
叢
書
（
前
掲
）
を
編
纂
・
刊
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
論
で
述
べ
る
『
幽
夢
影
』
も
當
時
の
文

人
た

ち
に
愛
讃
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
『
心
齋
柳
復
集
』
『
心
齋
詩
集
』
『
心
齋
雑
組
』
『
古
文
尤
雅
』
『
詠
物
詩
』
等
の
著
書
が
あ
る
。



　
彼
は
後
述
の

書
簡
集
等
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
江
南
を
中
心
と
し
て
幅
廣
い
文
人
交
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
巧
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

利
用

し
て
、
自
身
の
文
學
活
動
や
出
版
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
拙
論
を
参
考
に
さ
れ
た
い
が
、
北
は
北
京

か

ら
南
は
幅
建
ま
で
、
實
に
様
々
な
文
人
と
の
交
遊
が
見
ら
れ
る
。
著
名
な
人
物
と
し
て
は
、
王
士
頑
・
孔
肯
任
・
黄
周
星
・
張
竹
披
・
冒

裏
・
余
懐
・
楮
人
獲
・
卓
爾
堪
・
張
英
・
八
大
山
人
等
枚
畢
に
暇
が
な
い
。
張
潮
は
前
述
の
編
集
・
出
版
作
業
等
多
忙
で
あ
ま
り
揚
州
を
離

れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
彼
ら
と
の
交
流
は
圭
に
書
簡
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
幅
廣
い
交
遊
關
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
、
張
潮
が
編
纂
し
た
三
種
類
の
叢
書
や
、
本
稿
で
論
ず
る
『
幽
夢
影
』
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
b
．
『
幽
夢
影
』
と
評
語

　
『
幽
夢
影
』
は
、
張
潮
が
著
し
た
格
言
集
（
清
言
集
）
で
、
テ
キ
ス
ト
に
も
よ
る
が
、
全
2
1
7
條
の
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に

は
、
讃
書
二
音
樂
・
花
鳥
風
月
・
趣
味
・
人
生
・
才
子
佳
人
・
學
問
・
文
學
と
い
っ
た
多
方
面
に
及
ぶ
格
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
當
時
の

文
人
た

ち
の
趣
向
の
一
面
が
窺
え
る
。
更
に
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
張
潮
の
格
言
（
本
文
）
に
封
し
て
、
同
時
代
の
文
人
が
多
藪
の
評
語
を

附
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
人
敷
は
の
べ
1
0
9
名
、
評
語
の
敷
は
5
6
4
箇
所
に
も
上
り
、
こ
れ
ら
が
作
品
に
更
に
彩
り
を
加
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

お

り
、
む
し
ろ
本
文
と
評
語
と
を
合
わ
せ
て
讃
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
『
幽
夢
影
』
の
面
白
さ
が
際
立
つ
と
も
言
え
る
。
そ
の
評
語
の
特

徴

は
、
卑
に
本
文
に
封
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
評
者
の
評
語
に
向
け
た
評
語
も
見
ら
れ
、
評
者
同
士
で
意
見
を
戦
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
い
わ
ば
こ
の
作
品
が
文
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
様
相
の
1
端
を
窺
う
事
が
で
き

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
を

　

な
お
『
幽
夢
影
』
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
特
に
近
年
中
國
で
盛
ん
で
あ
る
が
、
日
本
で
も
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
幽
夢
影
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

の
テ
キ

ス

ト
や
注
稗
に
つ
い
て
も
、
中
國
で
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
『
幽
夢
影
』
の
刊
行
は
諸
説
あ
り
、
お
よ
そ

（53）



1
七

O
O
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
が
、
實
際
に
そ
の
編
集
に
要
し
た
期
聞
は
か
な
り
の
長
さ
と
な
る
。
そ
れ
は
、
本
文
自
髄
は
大
分
前
に
そ
の

原
型
が
完
成

し
て
い
た
が
、
評
語
の
牧
集
に
時
聞
を
費
や
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

　

o
．
三
種
の
叢
書
に
つ
い
て

　
張
潮
が

二
十
年
絵
り
の
年
月
を
か
け
て
編
纂
し
た
の
が
、
『
虞
初
新
志
』
（
全
二
十
巻
。
約
1
5
0
作
品
、
テ
キ
ス
ト
よ
り
異
な
る
）
、
『
檀

几
叢
書
』
（
初
集
・
二
集
・
鯨
集
、
全
1
6
　
o
e
作
品
）
、
『
昭
代
叢
書
』
（
甲
集
・
乙
集
・
丙
集
、
各
5
0
作
品
）
で
、
當
代
（
明
末
清
初
）
の

文
人
た

ち
が
制
作
し
た
小
品
文
（
短
編
作
品
）
を
集
め
た
叢
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
編
纂
の
過
程
や
年
代
は
若
干
異
な
る
が
、

一
六
八
〇
年
代
初
め
よ
り
一
七
〇
〇
年
代
牛
ば
ま
で
に
か
け
て
、
同
時
拉
行
的
に
順
次
編
纂
し
刊
行
さ
れ
た
。
張
潮
の
後
牛
生
は
、
こ
の
叢

書
の
編
纂
に
心
血
を
注
い
だ
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
聞
、
張
潮
は
掲
載
作
品
を
廣
く
捜
索
し
、
或
い
は
自
身
で
作
品
を
入
手
し
た

り
、
友
人
知
人
の
手
を
借
り
て
牧
集
し
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
い
る
。
牧
集
し
た
後
も
、
掲
載
作
品
の
選
定
や
、
校
訂
作
業
、
刊
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行
後
の
郵
途
等
に
心
を
砕
い
た
。
こ
の
編
纂
の
様
子
は
、
張
潮
と
友
人
た
ち
と
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
の
中
に
し
ば
し
ば
登
場
し
、
そ
の
　
佑

一
面
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
後
述
の
通
り
、
『
幽
夢
影
』
も
時
期
的
に
見
て
こ
れ
ら
叢
書
と
同
時
期
に
編
集
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

張
潮
の
叢
書
や
作
品
と
と
も
に
友
人
た
ち
の
手
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
連
の
出
版
活
動
の
一
環
が
『
幽
夢
影
』

で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

　
d
．
張
潮
の
書
簡
と
そ
の
傳
達
に
つ
い
て

　
當
時
の
書
簡
傳
達
は
、
現
在
の
よ
う
な
組
織
的
な
郵
便
制
度
は
確
立
し
て
お
ら
ず
、
個
々
人
が
つ
て
を
頼
り
に
傳
達
す
る
し
か
方
法
が
な

か

っ

た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
脈
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に
な
る
。
張
潮
の
時
代
に
お
け
る
書
簡
の
傳
達
者
は
、
家
族
・
親

類
縁
者
や
使
用

人
、
友
人
・
知
人
、
商
人
・
僧
侶
等
で
あ
り
、
こ
と
の
つ
い
で
に
傳
達
し
て
も
ら
う
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
と
な
れ
ば
、
當

然
郵
便
事
故
が
起
こ

る
可
能
性
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
返
信
が
届
か
な
い
た
め
に
何
度
も
同
じ
文
面
の
書
簡
を
迭
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見



ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
張
潮
は
あ
ら
ゆ
る
人
脈
を
巧
み
に
活
用
し
て
、
書
簡
や
荷
物
（
作
品
等
含
む
）
を
各
方
面
に
傳
達
し
て

い

る
。
そ
の
状
況
は
、
友
人
が
張
潮
に
寄
せ
た
書
簡
を
集
め
た
『
尺
憤
友
聲
』
（
全
十
五
巻
。
全
1
0
0
9
通
。
以
下
『
友
聲
』
と
稿
す
）
と
、

張
潮
が
友
人
た
ち
に
寄
せ
た
書
簡
を
集
め
た
『
尺
憤
友
聲
偶
存
』
（
全
十
一
春
。
全
4
5
6
通
。
以
下
『
偶
存
』
と
稻
す
）
に
そ
の
一
端
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ニ
き
　

見
て
取
れ
、
本
論
で
は
こ
れ
を
中
心
的
な
資
料
と
し
て
論
じ
て
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
張
潮
の
書
簡
を
見
る
と
、
北
は
北
京
、
南
は
禧
建
、
西
は
四
川
に
至
る
ま
で
、
各
地
の
文
人
と
の
間
で
書
簡
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の

中
心
は
安
徽
・
江
蘇
・
漸
江
等
江
南
を
中
心
と
し
た
一
帯
で
あ
る
。
特
徴
的
な
の
が
、
北
京
の
よ
う
な
長
距
離
に
傳
達
す
る
場
合
に
は
、

都
合
良
く
北
京
に
向
か
う
、
或
い
は
そ
の
反
封
に
北
京
か
ら
揚
州
に
向
か
う
友
人
・
知
人
・
商
人
・
僧
侶
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
一

方

で
、
江
南
一
帯
へ
の
傳
達
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
に
傳
達
者
の
中
心
的
な
存
在
（
例
え
ば
、
江
蘇
で
あ
れ
ば
銭
岳
、
杭
州
で
あ
れ
ば
王
陣

等
）
が
お
り
、
彼
ら
の
所
で
い
っ
た
ん
手
紙
を
集
め
、
そ
こ
か
ら
ま
た
個
々
の
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
リ
レ
ー
式
に
人
に
依
頼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

て

各
地
へ
傳
達
す
る
様
子
も
見
ら
れ
る
。
無
論
、
随
時
傳
達
者
が
常
に
待
機
し
て
い
る
課
で
は
無
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
適
當
な
傳
達
者
が
　
G

現
れ

る
ま
で
に
時
間
を
要
し
、
そ
の
地
で
書
簡
が
滞
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
書
箇
傳
達
は
、
シ
ス

テ

マ
テ

ィ
ッ
ク
な
も
の
で
は
な
く
、
個
人
的
・
個
別
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
張
潮
が
如
何
に
し
て
書
簡
を
傳
達
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
文
學
活
動
や
出
版
作
業
に
活
用
し
て
い
っ
た
の
か
、
以
下

『
幽
夢
影
』
の
編
集
状
況
を
一
事
例
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

2
．
書
簡
に
見
ら
れ
る
『
幽
夢
影
』
の
編
集
状
況

さ
て
、
張
潮
の
書
簡
中
に
見
ら
れ
る
『
幽
夢
影
』
の
記
述
は
、
『
友
聲
』
3
1
通
、
『
偶
存
』
2
8
通
に
見
ら
れ
る
（
文
末
附
属
の
一
覧
表
を
参



照
）
。
こ
の
分
量
は
、
以
前
調
査
し
た
三
種
の
叢
書
に
關
す
る
書
簡
藪
は
、
『
虞
初
新
志
』
は
『
友
聲
』
5
6
／
『
偶
存
』
2
6
、
『
檀
几
叢
書
』

は

『
友
聲
』
6
6
／
『
偶
存
』
4
8
、
『
昭
代
叢
書
』
は
『
友
聲
』
9
4
／
『
偶
存
』
9
0
で
、
こ
れ
ら
と
比
べ
る
と
少
な
い
。

　
そ

の

登
場
年
代
を
見
る
と
、
最
も
古
い
の
は
、
『
友
聲
』
は
朱
愼
（
肥
・
戊
集
・
一
｛
〈
九
1
i
l
年
）
が
寄
せ
た
書
簡
で
、
『
偶
存
』
は
余
懐

（77

・
巻
1
1
・
　
l
⊥
ハ
八
九
年
以
前
）
に
寄
せ
た
書
簡
で
あ
る
。
最
も
遅
い
の
は
、
『
友
聲
』
は
蒋
纏
捧
（
㎜
・
新
集
春
五
・
1
七
o
五
年
）
、
『
偶

存
』
は
沈
思
倫
（
鰯
・
巻
十
1
・
l
七
o
四
、
五
年
）
で
あ
る
。
『
友
聲
』
と
『
偶
存
』
で
最
も
古
い
書
簡
の
年
代
が
か
な
り
異
な
る
が
、
そ

れ
は

『
偶
存
』
7
7
・
7
8
（
余
懐
・
巻
1
1
）
　
・
田
　
（
王
陣
・
春
三
）
は
後
述
の
通
り
『
幽
夢
影
』
の
序
文
制
作
者
で
あ
り
、
そ
の
制
作
の
た
め

に

い

ち
早
く
『
幽
夢
影
』
を
渡
し
て
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
幽
夢
影
』
の
贈
呈
に
關
す
る
書
簡
は
、
そ
れ
よ
り
も
後
の
皿
（
江

之
蘭
・
春
三
・
一
六
九
五
年
以
前
）
の
記
述
が
最
初
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
内
書
簡
田
以
外
は
、
『
幽
夢
影
』
を
『
香
夢
影
』
と
記
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

る
。
こ
れ
は
『
幽
夢
影
』
の
初
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

　
本
節
で

は
、
そ
の
中
で
『
幽
夢
影
』
自
髄
が
ど
の
よ
う
に
傳
達
・
贈
呈
さ
れ
、
ま
た
そ
の
依
頼
が
さ
れ
た
か
に
關
す
る
記
述
を
み
て
み
た

い
．　

a
．
贈
呈
（
張
潮
↓
友
人
）
、
贈
呈
の
依
頼
と
謝
欝
（
友
人
↓
張
潮
）

　
贈
呈
に

つ
い
て

は
、
朱
裏
・
稗
廣
蓮
・
愛
新
畳
羅
樂
端
・
黄
雲
・
陳
鼎
・
王
臭
・
沈
思
倫
・
注
士
鉱
に
寄
せ
た
書
簡
に
、
贈
呈
の
依
頼
と

謝
欝
に

つ
い
て

は
、
王
陣
・
余
蘭
碩
・
江
之
蘭
・
王
臭
よ
り
届
け
ら
れ
た
書
簡
に
見
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
書
簡
の
内
容
を
見
て
み
よ

x
つ
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　

ま
ず
は
、
陳
鼎
で
あ
る
。
陳
鼎
（
字
は
定
九
。
湖
南
黙
中
の
人
）
は
張
潮
の
門
人
で
、
張
潮
の
傳
記
で
あ
る
「
心
齋
居
士
榑
」
を
制
作
し

て

い

る
。
張
潮
は
彼
に
書
簡
を
寄
せ
、
「
今
『
檀
几
叢
書
』
初
集
五
部
・
『
昭
代
叢
書
』
五
部
・
『
幽
夢
影
』
四
部
お
よ
び
「
凱
旋
詩
歌
」
、
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

着
致
し
ま
し
た
ら
お
改
め
下
さ
い
」
と
す
る
。
陳
鼎
は
『
虞
初
新
志
』
に
「
毛
女
傳
」
「
王
義
士
傳
」
「
雌
雌
見
傳
」
〈
春
九
〉
　
r
烈
狐
傳
」
〈
以



上
巻
十
〉
　
F
八
大
山
人
傳
」
「
繍
翁
傳
」
　
r
愛
鐵
道
人
傳
」
「
活
死
人
傳
」
「
狗
皮
道
士
傳
」
〈
以
上
巻
十
1
〉
「
義
牛
傳
」
「
孝
犬
傳
」
「
彰
望
祀
傳
」

「
蒔
衣
道
人
傳
」
〈
以
上
巻
十
1
　
1
〉
、
『
昭
代
叢
書
』
に
「
嘉
枝
譜
」
〈
甲
集
〉
「
竹
譜
」
「
蛇
譜
」
〈
以
上
乙
集
〉
「
黄
山
史
概
」
「
遁
黙
土
司
婚
禮

記
」
〈
以
上
丙
集
〉
と
多
敷
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
サ

　
次
は

王
臭
で
あ
る
。
張
潮
は
彼
に
書
簡
を
寄
せ
、
「
『
幽
夢
影
』
は
お
言
い
つ
け
通
り
全
四
冊
呈
上
致
し
ま
す
、
ま
た
：
・
」
云
々
と
記
し

て

い

る
。
王
臭
（
字
は
司
直
）
は
、
王
蘂
（
＝
ハ
四
五
ー
一
七
1
o
。
字
は
安
節
）
・
王
著
（
字
は
必
艸
）
と
兄
弟
で
、
と
も
に
南
京
在
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の
著
名
な
書
家
で
あ
り
’
『
芥
子
園
書
傳
』
の
編
者
の
一
人
で
も
あ
る
。
張
潮
は
三
兄
弟
全
員
と
交
遊
が
あ
り
、
書
簡
も
存
在
す
る
。
更
に

三
人
は

み

な
『
幽
夢
影
』
の
評
者
（
王
築
4
’
王
著
5
・
王
臭
1
5
）
で
も
あ
り
、
當
然
二
人
も
『
幽
夢
影
』
を
讃
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
沈
思
倫

（字
は

契
掌
）
は
、
安
徽
池
州
の
人
で
あ
る
。
張
潮
編
纂
の
『
昭
代
叢
書
』
に
そ
の
著
書
「
學
語
難
篇
」
〈
甲
集
〉
が
掲
載
さ
れ

て

い

る
。
そ
の
彼
に
も
『
幽
夢
影
』
は
届
け
ら
れ
て
い
る
が
、
「
そ
の
他
『
幽
夢
影
』
は
お
言
い
つ
け
通
り
三
冊
呈
上
致
し
ま
し
た
の
で
、

　
　
ぜ：
・
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
幽
夢
影
』
の
場
合
一
冊
で
は
な
く
、
同
時
に
複
敷
冊
、
ま
た
複
敷
同
に
わ
た
っ
て
傳
達
さ
れ
る
こ
と
が
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

い
。
例
え
ば
、
王
陣
の
書
簡
に
は
二
：
。
『
幽
夢
影
』
は
ふ
た
た
び
一
冊
を
頂
戴
し
て
感
激
し
て
お
り
ま
す
」
と
あ
っ
た
り
、
江
之
蘭
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

F『
幽
夢
影
』
が
完
成
し
た
曉
に
は
、
何
冊
も
頂
戴
下
さ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
か
、
王
臭
よ
り
「
『
幽
夢
影
』
は
多
藪
下
さ
る
こ
と
を
求

　
　
　
ロ
　

め

ま
す
」
な
ど
と
依
頼
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
傳
達
さ
れ
た
人
物
を
介
し
て
、
作
品
が
近
鄭
の
文
人
へ
次
々
と
手
渡
さ
れ
て

い

っ

た

可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
後
述
の
評
語
依
頼
と
も
關
係
し
て
v
る
と
思
わ
れ
る
。

　
黄
雲
（
＝
ハ
1
1
1
－
1
七
o
1
l
。
字
は
仙
裳
。
江
蘇
泰
州
の
人
）
は
、
そ
の
子
黄
泰
來
（
字
は
交
三
）
と
と
も
に
『
幽
夢
影
』
の
評
者
（
黄

雲

3
評
、
黄
泰
來
1
2
評
）
で
も
あ
る
。
黄
雲
は
後
述
の
孔
旬
任
と
も
久
し
く
、
彼
が
揚
州
に
赴
任
し
て
い
た
際
、
し
ば
し
ば
酒
宴
に
参
加
し

て
い

る
。
張
潮
は
彼
に
書
簡
を
寄
せ
、
「
：
・
お
尋
ね
の
近
刊
で
す
が
、
昨
年
編
纂
し
た
『
昭
代
叢
書
』
及
び
『
幽
夢
影
』
三
心
齋
〉
雑
組
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

さ
ら
に
今
年
制
作
し
た
「
凱
旋
詩
」
〈
未
詳
〉
に
つ
い
て
、
先
生
の
こ
指
正
を
賜
り
、
な
お
直
筆
で
ご
指
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
：
・
」
云
々

（57）



と
述
べ
て
い
る
。
黄
雲
の
例
の
よ
う
に
、
『
幽
夢
影
』
だ
け
で
は
な
く
、
張
潮
や
他
者
の
他
作
品
が
一
緒
に
傳
達
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

例
え
ば
、
張
潮
と
同
郷
の
注
士
鉱
（
字
は
扶
農
）
へ
の
書
簡
に
「
こ
れ
以
外
に
、
『
集
蒙
感
雁
篇
』
〈
不
詳
〉
一
候
、
拙
著
『
幽
夢
影
』
の
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

評
一
峡
、
み
な
お
寄
せ
致
し
ま
す
の
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
」
云
々
と
あ
る
。

　
前
述
の

通
り
、
張
潮
は
北
京
の
文
人
と
も
書
簡
の
雁
酬
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
人
物
は
概
ね
王
族
や
役
職
に
つ
い
て
い
た
役
人
と
そ
の
關

係
者
で

あ
る
。
そ
の
書
簡
の
引
き
受
け
手
と
し
て
仲
介
し
た
人
物
の
一
人
が
張
潮
と
同
郷
の
僧
侶
、
繹
廣
蓮
（
字
は
根
潔
）
で
あ
る
。
例
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ば
、
張
潮
は
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
鐸
廣
蓮
に
書
簡
を
寄
せ
、
「
『
幽
夢
影
』
四
冊
、
別
の
一
冊
は
紅
蘭
主
人
に
進
呈
下
さ
い
。
：
・
」
と
述

べ
て

い

る
。
こ
こ
で
い
う
紅
蘭
主
人
と
は
、
清
の
王
室
に
連
な
る
愛
新
覧
羅
岳
端
（
H
六
七
1
1
1
七
o
四
。
以
下
岳
端
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

岳
端
は
康
煕
帝
の

又
從
兄
弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、
張
潮
が
繋
ぎ
を
取
っ
て
い
た
有
力
者
中
、
注
目
す
べ
き
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の

書
簡
の
傳
達
に
は
、
上
記
の
稗
廣
蓮
や
、
紅
蘭
主
人
の
も
と
で
活
動
し
て
い
た
文
人
の
顧
卓
（
字
は
爾
立
）
・
朱
裏
（
字
は
賛
皇
）
等
に
よ
っ

て
行
わ
れ

た
。
例
え
ば
、
朱
裏
に
は
「
近
刻
の
『
幽
夢
影
』
、
お
迭
り
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。
幸
い
に
台
評
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈貴
方
へ
の
〉
荷
物
と
は
別
の
一
冊
は
〈
紅
蘭
〉
圭
人
に
厭
上
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
四
冊
は
あ
な
た
の
所
に
置
き
、
：
・
」
等
と
寄
せ
て

い

る
。
な
お
、
後
蓮
の
通
り
岳
端
に
は
評
語
や
序
文
の
制
作
も
求
め
て
い
る
。
張
潮
は
彼
ら
の
手
を
介
し
て
岳
端
に
書
簡
を
寄
せ
、
例
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

F附
随
の
『
幽
夢
影
』
は
、
す
で
に
閲
覧
に
供
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
：
・
」
等
と
述
べ
て
い
る
。

　
以

上
の

よ
う
に
、
『
幽
夢
影
』
の
贈
呈
に
關
す
る
記
述
は
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
彼
ら
の
手
か
ら
更
に
そ
の
周
邊
の
人
物

に

『
幽
夢
影
』
が
傳
達
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
十
分
に
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
作
品
の
紛
失
と
も
關
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

b
．
作
品
の
紛
失
に
つ
い
て

　
な
お
、
『
幽
夢
影
』
は
各
地
の
文
人
た
ち
の
好
評
を
博
し
た
よ
う
で
、
時
た
ま
誰
か
に
作
品
を
持
ち
去
っ
て
し
ま
い
、
紛
失
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
評
者
で
も
あ
る
鹿
弼
（
字
は
天
池
。
山
西
高
都
の
人
）
は
、
「
尊
著
の
『
幽
夢
影
』
で
す
が
、
金
墓
〈
北
京
〉
に
摘
え
て
い
っ

（58）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
　

た

と
こ
ろ
、
す
べ
て
友
人
に
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
目
下
捜
索
し
て
い
ま
す
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
・
：
」
と
記
述
す
る
。
ま
た
、

朱
愼

（生
没
年
不
詳
。
字
は
其
恭
。
漸
江
武
義
の
人
）
は
以
下
の
よ
う
な
書
簡
を
寄
せ
て
い
る
。

　
　
『
幽
夢
影
』
一
書
は
、
長
ら
く
方
符
白
〈
不
詳
〉
が
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
は
ち
ょ
う
ど
日
々
椀
安
郡
中
に
お
り
、
呼
ん

　
　
で

も
目
を
畳
ま
し
ま
せ
ん
。
ど
う
い
た
し
ま
し
ょ
う
か
。
た
だ
我
が
兄
だ
け
が
夢
〈
『
幽
夢
影
』
を
指
す
か
〉
の
た
め
に
ご
多
忙
の
こ

　
　
と
で
し
ょ
う
。
み
な
化
し
て
醐
蝶
に
な
っ
て
飛
び
去
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
何
虚
で
捕
ま
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
も
そ
の
顛

　
　
末

を
お
知
り
に
な
り
た
け
れ
ば
、
あ
な
た
が
さ
し
あ
た
っ
て
杜
麗
娘
と
な
っ
て
夢
を
尋
ね
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
〈
そ
う
す
れ
ば
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
私
が
李
少
君
と
な
ら
ず
に
す
み
ま
す
。
一
笑
。

　
こ

こ
で
い
う
「
椀
安
郡
」
と
は
唐
代
傳
奇
小
説
『
南
桐
太
守
傳
』
に
登
場
す
る
夢
の
國
の
名
で
、
「
杜
麗
娘
」
は
湯
顯
租
（
一
w
五
o
－

一
六
一
⊥
ハ
）
の
戯
曲
『
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
、
主
人
公
の
柳
夢
梅
と
夢
で
避
近
す
る
一
幕
が
「
尋
夢
」
で
あ
る
。
ま
た
「
醐
蝶
」

は

無
論

『
荘

子
』
の
醐
蝶
の
夢
の
こ
と
で
、
「
李
少
君
」
は
、
『
抱
朴
子
』
等
に
見
ら
れ
る
前
漢
時
代
の
方
士
で
あ
り
、
前
漢
の
武
帝
が
不
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
死
の
藥

を
求
め
た
際
、
夢
で
李
少
君
と
と
も
に
嵩
山
に
登
り
、
李
少
君
だ
け
が
天
帝
に
召
さ
れ
た
（
死
ん
だ
）
、
と
い
う
故
事
を
指
す
の

で

あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
み
な
夢
が
テ
ー
マ
の
故
事
で
、
『
幽
夢
影
』
に
擬
え
た
喩
え
話
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
前
後
し
て
、

張
潮
も
朱
愼
に
以
下
の
よ
う
な
書
簡
を
寄
せ
て
い
る
。

　
　
『
幽
夢
影
』
が
長
い
こ
と
戻
っ
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
き
っ
と
鄭
人
が
打
ち
倒
し
た
鹿
を
〈
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
〉
堀
の
中
に
隠
し
〈
て

　
　
そ

の
場
所
を
忘
れ
〉
た
〈
の
を
夢
中
の
話
に
し
K
v
〉
　
〈
『
列
子
』
周
穆
王
〉
の
と
同
で
し
ょ
う
。
あ
え
て
學
兄
が
影
を
捉
え
た
手
で
私
の

　
　
た
め

に

夢
を
尋
ね
て
、
〈
黄
帝
が
夢
で
訪
れ
た
と
い
う
〉
華
青
の
地
〈
『
列
子
』
黄
帝
〉
の
片
隅
よ
り
、
な
お
元
の
主
人
に
戻
し
て
下
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
へ

　
　
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ

れ

も
夢
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
幾
つ
も
使
用
し
て
非
常
に
難
解
な
文
章
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
誰
か
知
り
合
い
に
持
っ
て
い
か
れ
て
し
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ま
っ
た
『
幽
夢
影
』
を
探
し
て
下
さ
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
が
先
か
判
別
し
難
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
夢

の

故
事

を
用
い
た
の
に
封
し
て
、
同
様
に
夢
の
故
事
で
返
答
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
何
故
爾
者
が
こ
の
よ
う
な
娩
曲
な
表
現

を
使
っ
た
の
か
實
際
の
事
情
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
な
お
、
朱
愼
の
も
の
で
は
な
い
が
、
『
幽
夢
影
』
中
の
評
語
に
は
書
名
に
か
ら
め
て
「
夢
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や

「
影
」
を
使
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　
な
お
、
作
品
の
紛
失
に
つ
い
て
は
、
『
虞
初
新
志
』
や
『
壇
几
叢
書
』
と
い
っ
た
叢
書
の
場
合
に
も
褒
生
し
て
お
り
、
頻
繁
に
書
物
の
貸

し
借
り
等
が
行
わ
れ
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。
と
り
わ
け
『
幽
夢
影
』
の
場
合
、
讃
ん
で
評
語
を
加
え
て
貰
う
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
多
く

の
人
物
に

手
に

と
っ
て
貰
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

o
．
序
文
の
制
作
と
そ
の
依
頼
に
つ
い
て

　
『
幽
夢
影
』
に
は
、
余
懐
・
孫
致
彌
（
一
⊥
ハ
四
ニ
ー
一
七
o
九
o
字
は
榿
似
。
江
蘇
嘉
定
の
人
）
’
石
鹿
（
ニ
ハ
七
l
1
1
七
o
三
。
字
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晦
村
、
安
徽
太
湖
の
人
）
の
序
文
と
、
張
惣
（
ニ
ハ
一
九
ー
＝
ハ
九
四
。
字
は
僧
持
。
漸
江
江
寧
の
人
）
・
江
之
蘭
の
原
祓
、
ま
た
王
陣
の

題
爵
が
存
在
す
る
。
こ
の
中
で
書
簡
中
に
そ
の
や
り
と
り
が
見
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
王
陣
と
余
懐
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
王
陣
　
（
1
六
三
⊥
パ
ー
？
。
字
は
丹
麓
。
漸
江
仁
和
［
杭
州
］
の
人
）
で
あ
る
。
王
陣
は
張
潮
編
纂
の
叢
書
『
檀
几
叢
書
』
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

編
者
で
あ
り
、
地
元
杭
州
を
中
心
に
他
藪
の
文
人
た
ち
と
幅
廣
い
交
遊
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
杭
州
方
面
へ
の
書
簡
の
傳
達
や
作
品
の
牧

集
等
に
、
深
く
關
與
し
て
い
た
。
そ
の
王
陣
に
寄
せ
た
書
簡
に
、
「
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
『
幽
夢
影
』
の
序
文
で
す
が
、
登
刊
を
待
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

再
び

頂
戴

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
り
、
ま
た
王
陣
が
張
潮
に
寄
せ
た
書
簡
に
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
依
頼

さ
れ
て
い
た
『
幽
夢
影
』
の
題
詞
で
す
が
、
私
は
し
ば
ら
く
筆
を
握
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ
下
書
き
も
書
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
い
は

先
生
が
襲
刊
す
る
の
を
待
ち
、
幸
い
に
見
本
が
寄
せ
ら
れ
た
時
に
、
き
っ
と
敷
語
を
記
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ど
ち
ら
の
書
簡
が
先
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
王
陣
の
序
文
は
刊
行
直
前
ま
で
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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む
　

王
陣
の
題
鮮
は

現
在
彼
の

文
集
に

は

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
『
幽
夢
影
』
そ
の
も
の
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
刊
行
に
は
間
に

合
わ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
余
懐

（
一
六

＝
パ
ー
一
六
九
⊥
ハ
。
字
は
澹
心
。
頑
建
甫
田
の
人
）
の
序
文
は
、
實
際
に
『
幽
夢
影
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
余
懐
が
寄
せ

た

書
簡
に
、
二
：
。
『
香
夢
影
』
〈
『
幽
夢
影
』
の
初
名
〉
の
題
詞
は
、
す
で
に
起
草
し
ま
し
た
の
で
、
き
っ
と
す
ぐ
に
書
き
出
し
て
校
正
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

回
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
・
：
」
と
か
、
「
『
香
夢
影
』
題
詞
を
進
呈
致
し
ま
す
。
齪
筆
に
て
我
が
智
中
を
書
き
記
し
た
ま
で
で
、
文
字
の
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

し
悪
し
は
二
の
次
で
す
」
等
と
あ
る
。
余
懐
は
當
時
蘇
州
に
佳
ん
で
い
た
が
、
張
潮
に
會
う
た
め
に
二
度
（
一
⊥
ハ
九
三
年
夏
と
一
六
九
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

夏
）
揚
州
を
訪
ね
て
い
る
。
上
記
の
書
簡
は
一
⊥
ハ
九
四
年
の
も
の
で
、
揚
州
滞
在
中
の
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
封
す
る
王
陣
の
返

信
は

見
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
こ
の
揚
州
訪
問
の
際
に
直
接
手
渡
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
上
記
以
外
の
人
物
に
も
序
文
を
依
頼
し
て
い
た
の
が
、
前
述
の
岳
端
で
あ
る
。
例
え
ば
、
繹
廣
蓮
が
寄
せ
た
書
簡
に
、
「
以
前
、
『
幽

夢
影
』
に
叙
文
を
制
作
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し
た
が
、
圭
人
は
す
で
に
ご
承
諾
な
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に

玉
稿

〈『
幽
夢
影
』
〉
を
目
に
し
て
い
な
い
の
で
、
文
章
に
表
す
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
蓮
に
も
速
や
か
に
届
き
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
さ
ま
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

乗

じ
て
筆
を
揮
う
こ
と
は
可
能
で
す
」
と
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
岳
端
の
序
文
に
つ
い
て
は
現
存
す
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

d
．
作
品
の
内
容
に
關
す
る
質
問
や
感
想
に
つ
い
て

　
『
幽
夢
影
』
は
様
々
な
文
人
に
讃
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
關
す
る
質
問
や
感
想
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
書
簡
に
し
た
た
め
て
贈
っ
て
い
る
。

軍
純
に

賞
賛
す
る
も
の
か
ら
、
哲
學
的
な
議
論
に
至
る
ま
で
様
々
で
あ
る
。
畢
煕
陽
・
朱
愼
．
張
兆
鉱
．
蒋
縫
搏
．
胡
復
亨
等
の
書
簡
に
見

ら
れ
る
。
以
下
、
代
表
的
な
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

　
畢
煕
腸

（字
は
右
萬
、
號
は
嶋
谷
）
は
張
潮
と
同
郷
の
人
物
で
あ
る
。
彼
と
張
潮
は
書
簡
に
お
い
て
し
ば
し
ば
三
教
（
儒
．
佛
’
道
）
に

關
す
る
議
論
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
『
幽
夢
影
』
の
例
を
畢
げ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
張
潮
は
「
：
・
し
か
し
な
が
ら
、
い
つ
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も
思
う
の
は
、
「
二
氏
〈
佛
’
道
〉
は
絶
封
に
廃
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
拙
著
の
『
幽
夢
影
』
中
で
嘗
て
こ
れ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

言
及
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
の
畢
煕
陽
は
『
佛
解
』
と
い
う
廃
佛
論
に
關
す
る
文
章
も
制
作
し
て
お
り
、
張
潮
編

纂
の

『
檀
几
叢
書
』
二
集
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
そ
れ
に
關
連
す
る
議
論
の
中
の
記
述
で
あ
り
、
こ
の
書
簡
の
前
牛
に
は
、

そ
れ
に

つ
い

て
長
々

と
言
及
し
て
い
る
が
、
本
論
で
は
割
愛
す
る
。
な
お
、
彼
は
『
幽
夢
影
』
中
の
佛
教
に
關
連
す
る
格
言
に
封
し
て
、
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

藪
評
語
を
附
け
て
い
る
（
『
幽
夢
影
』
4
5
、
2
0
1
）
。

　
張
潮
の
甥
で
あ
る
張
兆
鉱
（
字
は
貫
玉
）
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
簡
を
寄
せ
て
い
る
。

　
　
『
幽
夢
影
』
一
書
を
讃
む
と
、
そ
の
中
に
は
格
言
が
有
り
、
理
學
が
有
り
、
創
解
が
有
り
、
幻
想
が
有
り
、
別
見
が
有
り
、
奇
思
が
有
り
、

　
　
韻
語
が
有

り
、
趣
論
が
有
り
、
異
説
が
有
り
、
麗
情
が
有
り
、
経
濟
が
有
り
、
戯
誰
が
有
り
、
醒
世
驚
人
の
言
葉
が
有
り
ま
す
。
お
お

　
　
む
ね
顯
著
で

幽
玄
で
は
な
く
、
畳
醒
し
て
い
て
夢
中
で
は
な
く
、
質
朴
で
幻
影
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
こ
れ
を
『
幽
夢
影
』

　
　
と
名
附
け
た
の
に
は
、
必
ず
謂
わ
れ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
私
に
は
ど
の
よ
う
な
謂
わ
れ
が
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
は
っ
き
り

　
　
と
お
教
え
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
・
遍

　
張
兆
鉱
と
同
様
に
、
『
幽
夢
影
』
の
題
名
に
關
す
る
質
問
は
、
蒋
纏
搏
（
字
は
宋
徴
。
江
蘇
江
都
の
人
）
の
書
簡
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
へ

　
　
か

つ
て
佛
氏
の
書

を
讃
み
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。
「
一
切
の
有
爲
の
法
は
、
夢
幻
泡
影
の
如
し
」
と
。
思
う
に
、
影
は
虚
構
で

　
　
現
實
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
齋
先
生
の
『
幽
夢
影
』
を
讃
む
と
、
一
字
一
句
は
み
な
實
學
で
あ
り
、
我
が
儒
の
い
わ
ゆ
る
影
と
佛
氏
の

　
　
い
わ
ゆ
る
影
と
は
、
も
と
よ
り
當
然
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
儒
の
中
に
は
實
學
に
そ
む
く
者
も
と
て
も
多
い
の
で
す
。

　
　
そ

の
文
字
や
言
葉
を
見
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
〈
互
い
に
〉
影
響
が
及
ん
で
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
ま
た
何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
。
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
齋
先
生
に
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
質
問
に
關
す
る
張
潮
の
返
信
は
見
ら
れ
な
い
。
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⊥
9
0
掲
の
朱
愼
が
寄
せ
た
書
簡
に
「
先
に
お
示
し
の
三
心
齋
〉
雑
姐
』
及
び
『
香
夢
影
く
幽
夢
影
V
』
二
種
で
す
が
、
一
字
一
字
が
斬
新
で

素
晴

ら
し
く
、
類
を
見
な
い
作
品
で
す
。
私
が
明
か
り
を
照
ら
し
て
書
を
讃
め
ば
、
た
だ
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
た
め
息
を
つ
く
ば
か
り
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
易
に

取
捨

し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
そ
の
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
・
：
」
と
あ
る
。
ま
た
、
胡
復
亨
（
字
は
會
來
。
湖
北
黄
州
の
人
）
は
「
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

生
の

『
幽
夢
影
』
諸
編
を
讃
む
こ
と
が
で
き
、
痛
快
無
比
で
、
：
・
」
と
か
「
『
幽
夢
影
』
は
風
流
で
温
和
で
、
蒙
荘
〈
荘
子
〉
の
よ
う
な
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

観
さ
が
あ
り
ま
す
。
・
：
」
な
ど
と
記
し
、
ま
た
楊
衡
選
（
字
は
聖
藻
。
江
蘇
渥
陽
の
人
）
は
、
「
：
・
。
今
『
香
夢
影
〈
幽
夢
影
〉
』
は
一
段

一
段
が
人
の
心

を
開
か
せ
る
も
の
で
、
1
つ
ま
み
の
香
を
焚
き
、
↓
緒
に
荘
子
の
『
南
華
〈
眞
経
〉
』
〈
『
荘
子
』
〉
を
讃
め
ば
、
晋
人
の
清
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

も
、
無
意
味
に
感
じ
る
ほ
ど
で
す
。
す
ぐ
に
上
梓
し
て
蒙
を
啓
く
こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の

人
物
の
内
、
蒋
纏
搏
以
外
は
み
な
『
幽
夢
影
』
の
評
者
で
も
あ
り
、
も
し
か
す
る
と
彼
ら
が
そ
の
時
讃
ん
だ
『
幽
夢
影
』
は
、
ま

だ

全
て
の

評
語
が
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
評
者
閲
覧
用
の
『
幽
夢
影
』
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
前
掲
涯
士
鉱
へ
の
書
簡
　
田

に

も
「
幽
夢
影
補
評
」
云
々
と
あ
り
、
「
補
評
」
の
な
い
『
幽
夢
影
』
も
存
在
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
6

3

書
簡
に
見
ら
れ
る
『
幽
夢
影
』
の
評
語
の
編
集
状
況

　
a
．
『
幽
夢
影
』
の
評
者
と
そ
の
評
語
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
『
幽
夢
影
』
に
は
、
5
6
4
箇
所
に
、
1
0
9
名
の
文
人
の
手
に
よ
る
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
人
物
に
つ
い
て
は
、
以
下

の

通
り
で
あ
る
。
な
お
、
詳
し
く
は
文
末
の
表
1
も
参
照
の
こ
と
。

　
評
語
敷
の
多
い
人
物
（
1
0
箇
所
以
上
。
傍
線
は
書
簡
が
存
在
す
る
者
）
は
、
w
a
竹
披
　
（
8
）
、
江
之
蘭
（
4
）
、
侃
匡
清
（
2
3
）
、
陸
次

雲
（
2
）
、
顧
彩
（
1
8
）
、
尤
個
（
1
7
）
、
石
寵
（
1
7
）
、
段
署
（
1
5
）
、
鹿
弼
（
1
5
）
、
王
臭
（
1
4
）
、
孫
致
彌
（
1
2
）
、
周
之
橿
（
1
2
）
、
張
漸
（
1
2
）
、



黄
泰
來

（
1
1
）
、
李
澄
（
1
1
）
、
尤
珍
（
1
0
）
で
あ
る
。
そ
の
他
、
著
名
な
評
者
と
し
て
、
黄
周
星
（
7
）
、
王
陣
（
5
）
、
冒
丹
書
（
3
）
、

呉
綺

（
3
）
、
余
懐
（
4
）
、
襲
a
s
　
（
1
）
、
施
閏
章
（
1
）
揮
格
（
3
）
、
卓
爾
堪
（
1
）
、
戴
名
世
（
1
）
、
杜
溶
（
3
）
、
孔
街
任
（
3
）

等
の
名
が
見
ら
れ
る
。

　
『
幽
夢
影
』
の
評
者
の
う
ち
、
張
潮
と
の
聞
で
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
者
は
『
友
聲
』
5
1
2
通
・
『
偶
存
』
2
3
8
通
、
全
8
3
名
で
、

そ

の

う
ち
『
幽
夢
影
』
に
關
連
し
た
書
簡
は
『
友
聲
』
3
1
通
・
『
偶
存
』
2
0
通
、
全
3
1
名
で
あ
る
。
本
稿
附
録
の
表
1
を
見
れ
ば
分
か
る
通
り
、

お

よ
そ
8
割
弱
が
張
潮
と
書
簡
の
や
り
と
り
が
あ
る
人
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
の
　

　
な
お
、
他
誌
で
述
べ
た
と
お
り
、
張
潮
の
文
集
で
あ
る
『
心
齋
柳
復
集
』
に
も
多
敷
の
評
語
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
評
者
は
3
0
名

ほ

ど
で
あ
る
が
、
『
幽
夢
影
』
の
評
者
と
共
通
す
る
人
物
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
張
潮
の
出
身
で
あ
る

安
徽
款
縣
の
友
人
や
、
弟
や
甥
と
い
っ
た
親
族
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
『
幽
夢
影
』
と
は
若
干
毛
色
は
異
な
る
も
の
の
、
張
潮
の
評
語
を

理
解
す

る
上
で
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
割
愛
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
評
語
は
ど
の
よ
う
に
し
て
交
わ
さ
れ
て
い
た
の
か
、
前
掲
先
行
研
究
等
か
ら
勘
案
し
て
、
そ
の
可
能
性
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
大
き
く
分
け
て
以
下
の
2
黙
で
あ
る
。

　

1
’
直
接
當
人
と
會
っ
て
評
語
制
作
を
依
頼
し
、
そ
の
場
で
制
作
し
て
も
ら
っ
た
。

　

2
．
書
簡
を
添
え
て
『
幽
夢
影
』
の
原
文
を
途
り
、
そ
れ
に
評
語
を
附
け
て
も
ら
い
、
返
信
し
て
集
め
た
。

　
つ
ま
り
、
揚
州
等
比
較
的
近
v
に
在
佳
し
た
り
、
揚
州
に
滞
在
し
て
い
た
者
、
或
い
は
詩
會
や
宴
席
等
で
集
ま
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
直

接
依
頼

し
て
集
め
た
と
想
定
出
來
る
が
、
そ
の
場
合
は
書
簡
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
遠
方
の
人
物
に

依
頼
す

る
場
合
は
、
む
ろ
ん
書
簡
や
他
者
の
仲
介
等
聞
接
的
な
方
法
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
地
域
に
住
む
特
定
の
友
人
に
書
簡
或
い
は

作
品
も
添
え
て
贈
り
、
彼
か
ら
更
に
そ
の
身
近
な
人
物
に
作
品
を
渡
し
て
廣
め
て
い
き
、
評
語
も
牧
集
し
、
そ
れ
を
張
潮
へ
と
返
迭
す
る
、
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と
い
う
假
説
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
と
こ
ろ
で
、
他
誌
で
も
言
及
し
た
通
り
、
評
者
の
中
で
没
年
の
判
明
し
て
い
る
中
で
最
も
古
い
人
物
は
、
詩
人
の
黄
周
星
（
ニ
ハ
八
〇
年

没
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
『
幽
夢
影
』
の
原
型
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
後
述
の
書
簡
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

評
語
は

早

く
と
も
一
七
〇
三
、
四
年
頃
ま
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
評
語
が
附
さ
れ
た
期
聞
は
、
か
な
り
の
長
さ
に
渉
っ
て
い

る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
、
少
し
ず
つ
評
語
が
牧
集
さ
れ
、
現
在
の
『
幽
夢
影
』
が
出
來
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

　
b
’
1
t
！
　
l
l
H
　
（
評
語
を
含
む
）
の
郵
迭
手
段
に
つ
い
て

　
ま
ず
は
、
尤
桐
（
＝
ハ
1
　
！
x
　
－
　
1
七
o
四
e
字
は
展
成
。
江
蘇
長
州
の
人
）
の
評
語
が
ど
の
よ
う
に
し
て
張
潮
の
手
に
渡
っ
た
の
か
、
何

名
か
の
書
簡
か
ら
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
、
尤
桐
に
寄
せ
た
書
簡
に
「
『
幽
夢
影
』
の
あ
な
た
の
評
語
で
す
が
、
ま
だ
頂
戴
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

お

迭
り
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
・
：
」
と
あ
り
、
彼
の
評
語
が
な
か
な
か
張
潮
の
手
に
届
か
な
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
張
潮

と
同
郷
の
呉
錫
晋
（
字
は
子
山
）
は
、
r
こ
こ
に
お
手
紙
で
ご
機
嫌
を
お
伺
い
し
、
あ
わ
せ
て
西
堂
〈
尤
桐
の
雅
號
〉
先
生
の
閲
覧
し
た
『
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

夢

影
』
を
持
参
致
し
ま
す
。
伏
し
て
こ
査
牧
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
・
：
」
と
い
い
、
更
に
そ
れ
よ
り
し
ば
ら
く
後
に
寄
せ
た
他

の
書
簡
で
「
戊
寅
〈
康
煕
三
十
七
三
⊥
ハ
九
八
］
年
〉
の
春
、
た
ま
た
ま
一
函
を
お
迭
り
し
ま
し
た
。
西
堂
先
生
が
評
語
を
附
け
た
尊
著
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
幽
夢
影
』
を
差
し
上
げ
ま
す
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
尤
個
の
息
子
尤
珍
（
＝
ハ
四
七
ー
一
七
二
一
。
字
は
慧
珠
）
も
評
者
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

張
潮
が
彼
に

寄
せ
た

書
簡
に
「
拙
著
の
『
幽
夢
影
』
の
過
分
な
評
語
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
感
激
こ
の
上
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
：
・
」
と
彼

の

評
語
を
受
け
取
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
尤
個
の
評
語
と
同
時
に
受
け
取
っ
た
も
の
か
、
別
に
受
け
取
っ
た
も
の
か
に
つ
い
て

は

分
か

ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
尤
珍
の
書
簡
が
尤
個
に
寄
せ
た
書
簡
よ
り
も
大
分
後
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
別
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
尤
桐
（
1
7
箇
所
）
・
尤
珍
（
1
0
箇
所
）
合
わ
せ
て
2
7
箇
所
に
評
語
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。
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一
方
、
銭
岳
（
字
は
十
青
。
江
蘇
蘇
州
の
人
）
も
尤
桐
が
制
作
し
た
『
幽
夢
影
』
の
評
語
を
張
潮
に
届
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
銭
岳
は
「
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

『
幽
夢
影
』
な
ら
び
に
r
〈
心
齋
〉
雑
狙
』
の
評
語
は
、
わ
た
く
し
岳
が
直
に
お
目
に
か
か
っ
て
差
し
上
げ
ま
す
」
と
記
し
て
お
り
、
そ

の

後
張
潮
は
尤
桐
に
寄
せ
た
書
簡
に
「
初
夏
、
銭
十
老
〈
銭
岳
〉
が
や
っ
て
き
て
、
あ
な
た
の
お
書
き
下
さ
っ
た
『
幽
夢
影
』
の
評
語
を
奔

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ぜ

領
致

し
ま
し
た
。
：
・
」
と
實
際
に
評
語
が
手
元
に
届
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
呉
錫
晋
の
寄
せ
た
も
の
と
は
異
な
る
と
す
れ
ば
、
追

加
の
評
語
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
銭
岳
は
尤
桐
だ
け
で
は
な
く
、
江
蘇
周
邊
の
文
人
た
ち
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
も
し
ば

し
ば
傳
達
し
て
い
る
。

　
次
に

『
桃
花
扇
傳
奇
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
孔
省
任
（
1
⊥
ハ
四
八
－
　
1
七
l
八
。
字
は
季
重
。
山
東
曲
阜
の
人
）
の
例
を
見
て
み
よ

う
。
孔
街
任
は
一
時
期
揚
州
（
＝
ハ
八
六
～
九
〇
年
頃
ま
で
）
に
赴
任
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
康
煕
三
十
九
〈
1
七
o
o
〉
年
に
官
を
鮮

め
る
ま
で
、
ず
っ
と
北
京
で
任
に
就
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
孔
省
任
は
直
接
評
語
を
張
潮
に
手
渡
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
傳
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

に

は

親
類
や
使
用

人
・
友
人
等
の
手
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
。
無
論
こ
れ
は
、
評
語
だ
け
で
は
無
く
、
自
他
の
作
品
の
贈
呈
や
受
け
取
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

關
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
張
潮
は
孔
街
任
に
書
簡
を
寄
せ
、
「
拙
著
の
『
幽
夢
影
』
は
、
今
年
ま
た
上
梓
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
先
年
宣
城
の
友
人
衰
中
江
〈
啓
旭
〉
が
摘
え
て
都
門
〈
北
京
〉
に
入
り
、
諸
老
先
生
の
評
語
を
求
め
ま
し
た
。
中
江
は
突
然
こ
の
世

を
去
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
、
こ
の
書
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
も
な
く
上
梓
致
し
ま
す
が
、
版
木
を
留
め
て
補
評
を
お
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ち
し
、
ま
だ
増
入
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
す
」
と
記
し
、
追
加
の
評
語
を
求
め
て
い
る
。
孔
街
任
の
評
語
は
3
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、

衰
啓
旭

（字
は
士

旦
、
號
は
中
江
。
安
徽
宣
城
の
人
）
も
評
者
（
8
箇
所
）
で
あ
り
、
張
潮
と
の
書
簡
が
残
っ
て
い
る
。

　
そ

の

他
、
張
潮
の
親
族
に
評
語
の
郵
迭
を
委
託
し
た
者
も
見
ら
れ
る
。
前
掲
の
沈
思
倫
は
、
張
潮
に
寄
せ
た
書
簡
で
以
下
の
よ
う
に
記
し

て

い
る
。

　
　
時
に

『
幽
夢
影
』
の
中
に
お
け
る
諸
家
の
評
語
を
見
る
と
、
ま
だ
鹸
白
が
あ
り
ま
す
。
妄
り
に
敷
語
を
書
こ
う
と
思
い
別
紙
に
記
録
し
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て

呈
上
致

し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
採
用
す
べ
き
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
一
つ
二
つ
載
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
す
べ
て
あ
な
た
の
ご
意
志
に
從
い
ま
す
。
私
の
非
禮
を
お
許
し
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
親
族
の
譜
石
先
生
〈
張
韻
。
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

　
　
潮
の
甥
〉
と
お
會
い
し
た
時
、
代
わ
り
に
お
渡
し
下
さ
る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。

　
張
韻
は

揚

州
在
佳
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
ど
こ
に
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
彼
に
關
す
る
書
簡
を
見
る
と
、
し
ば
し
ば
他
者
の
書
簡
や
荷

物
を
仲
介
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　
ま
た
、
前
述
の
沈
思
倫
に
寄
せ
た
書
簡
に
は
、
「
お
申
し
附
け
の
拙
著
『
幽
夢
影
』
で
す
が
、
し
ば
ら
く
は
ま
だ
印
刷
致
し
ま
せ
ん
。
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

な
た
の
評
語
は
す
で
に
藪
條
ご
威
光
を
お
借
り
し
て
お
り
、
印
刷
す
る
の
を
待
っ
て
お
途
り
致
し
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
」
と
あ
る
。
な
お
、

沈
思
倫
の
評
語
は
4
箇
所
で
あ
る
。

　

o
．
評
語
の
制
作
と
感
想
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
こ

れ
に

つ
い
て

は
、
余
懐
・
江
之
蘭
・
稗
廣
蓮
・
朱
裏
・
尤
桐
・
尤
珍
・
冒
丹
書
・
王
業
・
張
道
深
・
胡
其
毅
・
顧
彩
・
曹
鎗
・
王
臭
と
　
9

の

聞
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
に
見
ら
れ
る
。
傾
向
と
し
て
『
幽
夢
影
』
の
感
想
と
と
も
に
寄
せ
る
事
が
多
い
。

　
張
潮
は
、
前
掲
の
余
懐
に
封
し
て
以
下
の
よ
う
な
書
簡
を
寄
せ
、
評
語
の
制
作
に
謝
意
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
『
幽
夢
影
』
一
編
に
至
り
ま
し
て
は
、
敷
語
を
お
書
き
添
え
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
が
、
嫌
な
顔
一
つ
さ
れ
ず
に
お
引
き

　
　
受
け
下
さ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
〈
東
漢
の
〉
王
方
卒
〈
察
経
が
麻
姑
に
よ
か
ら
ぬ
思
い
を
抱
い
た
時
に
、
彼
を
鞭
で
叩
い
た
人
物
〉
が

　
　
鞭
を
揮
っ
て
叱
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
硫
姑
が
意
に
介
さ
な
か
っ
た
の
か
は
、
お
考
え
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ザ

　
　
祀

〈
呂
洞
賓
〉
の
所
謂
「
吾
の
人
に
求
む
る
こ
と
、
人
の
吾
に
求
む
る
よ
り
も
甚
だ
し
」
と
い
う
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
僕
は
先
生

　
　
を
仙
班
の
領
袖
で
あ
り
、
現
代
の
呂
祀
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ひ
た
す
ら
世
の
中
を
渡
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
必
ず
些
細
な
議
論
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
　
も
聴
く
手
間
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
妄
想
に
も
お
附
き
合
い
下
さ
り
、
お
察
し
下
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。



　
ま
た
、
績
く
書
簡
で
も
「
我
が
『
幽
夢
影
』
が
あ
な
た
の
名
文
を
頂
い
て
、
箔
が
つ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
感
激
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
お
　：
・
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
余
懐
は
張
潮
の
叢
書
に
複
敷
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
次
の
二
人
は
、
張
潮
と
同
郷
の
人
物
で
あ
る
。
ま
ず
王
巣
（
字
は
名
友
）
は
、

　
　
『
幽
夢
影
』
一
書
は
世
俗
を
癒
や
し
、
格
言
に
属
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
却
っ
て
少
し
も
道
學
の
氣
配
が
無
く
、
後
世
に
傳
え

　
　
る
の
に
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
命
じ
に
從
っ
て
、
む
や
み
に
評
語
藪
則
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
お
入
れ
下
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
私
に
は
ま
だ
敷
篇
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
返
事
を
待
っ
て
、
ま
た
お
寄
せ
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
江
之
蘭
（
前
述
）
に
關
す
る
書
簡
を
見
て
み
よ
う
。
張
潮
は
以
下
の
よ
う
な
書
簡
を
寄
せ
て
い
る
。

　
　
我
が

『
幽
夢
影
』
一
書
は
、
我
な
が
ら
と
て
も
他
と
は
異
な
っ
た
趣
が
豊
か
で
す
。
そ
こ
で
友
人
が
持
っ
て
都
門
に
入
り
ま
し
た
。
彼

　
　
が
返
迭

し
て
き
て
、
始
め
て
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
中
に
は
あ
な
た
の
澆
頭
〈
料
理
で
ご
飯
等
の
上
に
か
け
る
汁
物
（
あ
　
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
ん

か

け
）
。
こ
こ
で
は
江
之
蘭
の
評
語
を
指
す
か
〉
が
上
に
か
か
っ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
五
侯
鯖
〈
非
常
の
珍
味
〉
と
言
え
る
で
し
ょ

　
　施
・

　
一
方
で
江
之
蘭
は
、

　
　
『
幽
夢
影
』
の
我
が
評
語
に
は
、
大
意
を
補
う
も
の
、
全
盤
を
把
握
し
た
も
の
、
断
章
取
義
的
な
も
の
、
遠
同
し
な
も
の
が
有
り
ま
す
。

　
　
學
兄
に

は
そ

の
文
藝

を
愛
す
る
お
心
や
ご
慧
眼
で
ご
了
解
い
た
だ
き
、
〈
我
が
評
語
を
〉
取
り
除
か
な
い
で
下
さ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
饒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
舌
に

語
る
こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
。

　
と
述
べ
て
い
る
。
江
之
蘭
は
評
者
全
盤
で
も
二
番
目
に
多
い
4
9
箇
所
に
評
語
を
附
し
て
い
る
。

　
冒
丹
書
（
ニ
ハ
三
九
1
＝
ハ
九
五
。
字
は
青
若
。
江
蘇
如
皐
の
人
）
は
冒
裏
（
ニ
ハ
1
1
－
ニ
ハ
九
l
l
l
。
字
は
辟
彊
）
の
息
子
で
あ
る
。

冒
裏
も
評
者
で
あ
り
、
張
潮
と
書
簡
の
や
り
と
り
も
見
ら
れ
る
。
冒
丹
書
は
父
の
死
後
、
そ
の
遺
作
を
張
潮
の
叢
書
に
掲
載
す
る
よ
う
要
請



し
て
い
る
。
冒
丹
書
は
「
先
生
の
『
幽
夢
影
』
の
文
章
を
奔
讃
し
、
大
い
に
人
の
心
目
を
裕
か
せ
、
そ
の
意
が
世
俗
を
超
越
し
て
お
り
、
み

な
再
來
人
〈
佛
陀
〉
の
お
言
葉
の
よ
う
で
す
。
お
命
じ
通
り
幾
つ
か
評
語
を
附
け
ま
し
た
が
、
立
派
な
作
品
を
汚
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
せ
ん
。
原
本
呈
上
し
ま
す
。
：
・
大
著
の
う
ち
江
含
徴
〈
之
蘭
〉
先
生
の
諸
評
も
絶
品
で
、
傾
慕
す
る
に
値
し
ま
す
。
・
：
」
と
記
し
て
い

る
。　

前
掲
の
朱
裏
に
封
し
て
、
張
潮
は
岳
端
に
1
冊
を
贈
呈
し
た
以
外
に
、
「
ま
た
四
冊
は
あ
な
た
の
所
に
置
き
、
も
し
諸
公
で
敢
え
て
評
語

を
お
加
え
下
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
〈
私
の
〉
代
わ
り
に
お
求
め
に
な
っ
て
頂
い
て
結
構
で
す
。
そ
の
〈
評
語
の
〉
お
言
葉
は
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

世
鮮

を
使
わ
ず
、
批
到
や
嬉
笑
、
怒
罵
で
も
構
い
ま
せ
ん
」
と
記
し
て
、
北
京
在
佳
の
文
人
た
ち
に
『
幽
夢
影
』
を
複
敷
冊
同
覧
し
て
、
評

語

を
集
め
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
關
連
し
て
前
掲
・
鐸
廣
蓮
に
寄
せ
た
書
簡
に
も
同
様
に
「
今
『
幽
夢
影
』
四
冊

寄
せ
ま
し
た
の
で
、
ご
査
牧
下
さ
い
。
も
し
諸
公
で
評
語
を
賜
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
代
わ
り
に
お
求
め
に
な
る
こ
と
も
妨
げ
ま
せ

　ね
　ん
」
と
あ
る
。

　
次
の

二
人

は
、
直
接
揚
州
で
張
潮
と
會
見
し
、
そ
の
後
書
簡
を
寄
せ
て
い
る
。
張
道
深
（
一
六
七
〇
ー
一
六
九
八
。
字
は
自
得
。
江
蘇
彰

城
の
人
）
は
、
雅
號
の
竹
披
の
名
で
知
ら
れ
る
。
彼
は
張
潮
を
叔
父
と
慕
い
、
一
時
期
張
潮
の
家
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
『
幽

夢

影
』
の
評
者
と
し
て
は
最
多
の
8
3
箇
所
の
評
語
を
制
作
し
て
い
る
。
以
下
は
、
張
潮
の
家
で
ご
馳
走
に
な
っ
た
謝
禮
と
と
も
に
、
評
語
を

寄
せ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
　

：
・
お
教
え
頂
い
た
『
幽
夢
影
』
で
す
が
、
純
輝
完
美
な
語
り
口
で
、
萬
物
道
理
の
妙
を
登
し
て
い
ま
す
。
小
姪
〈
私
〉
は
旅
先
で
酒

　
　
の

肴
も
な
く
、
こ
の
敷
日
の
酒
杯
を
得
て
、
と
て
も
贅
澤
な
山
海
の
珍
味
が
拉
び
、
こ
の
上
も
な
く
幸
せ
で
す
。
身
の
程
を
省
み
ず
、

　
　
妄

り
に
無
駄
な
言
葉
〈
評
語
〉
藪
則
を
記
し
ま
す
。
老
叔
墓
〈
あ
な
た
〉
か
ら
進
ん
で
私
に
お
教
え
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
：
匂

　
顧
彩

（
＝
ハ
五
〇
1
一
七
一
八
。
字
は
天
石
。
江
蘇
無
錫
の
人
）
は
戯
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
、
前
述
の
孔
省
任
と
も
親
し
く
、
彼
が
揚
州

（69）



に

赴
任

し
て
い
た
際
に
し
ば
し
ば
交
流
し
、
そ
れ
が
後
の
『
桃
花
扇
傳
奇
』
制
作
に
も
關
連
し
て
い
く
事
と
な
る
。
顧
彩
は
張
潮
と
も
親
し

く
、
多
く
の
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
彼
は
張
潮
の
家
を
訪
問
し
、
そ
の
翌
日
に
寄
せ
た
書
簡
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
昨
日
は
お
騒
が
せ
し
て
申
し
課
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
蹄
っ
て
か
ら
『
幽
夢
影
』
を
讃
み
、
一
則
ご
と
に
絶
叫
し
ま
し
た
。
今
批
語

　
　
の
附

い
て
い

な
い
部
分
に
、
潜
越
な
が
ら
敷
語
を
添
え
ま
し
た
。
あ
な
た
の
立
派
な
作
品
に
、
書
簡
で
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

　
　
が
、
も
し
も
多
す
ぎ
る
と
お
思
い
で
し
た
ら
、
敷
語
を
他
の
友
人
の
下
に
移
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
書
簡
か
ら
も
『
幽
夢
影
』
が
里
に
友
人
か
ら
集
め
た
評
語
を
そ
の
ま
ま
加
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
評
語
の
内
容
や
、
1
つ
の
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

言
に

つ
き
附
け
る
評
語
の
敷
量
の
バ
ラ
ン
ス
及
び
順
番
等
も
考
慮
し
た
上
で
編
集
さ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
そ
の
一
端
は
、
次
の
胡
其

毅

（字
は

致
果
。
江
蘇
江
寧
の
人
）
が
寄
せ
た
書
簡
に
も
見
て
取
れ
る
。

　
　
今
尊
著
の
『
幽
夢
影
』
を
拝
讃
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
叡
智
の
嚢
す
る
と
こ
ろ
に
も
と
づ
き
、
ま
た
味
わ
い
深
く
て
何
と
も
言
え
な
い

　
　
味
が

あ
り
、
晋
人
の
『
世
説
〈
新
語
〉
』
に
も
匹
敵
し
、
宋
儒
も
遜
る
べ
き
も
の
で
す
。
謹
ん
で
櫟
園
公
〈
周
亮
工
〉
の
書
影
一
編
〈
不

　
　
詳
〉
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
奉
じ
て
帳
中
の
秘
と
な
さ
っ
て
下
さ
い
。
評
語
敷
編
を
附
属
す
る
よ
う
お
命
じ
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ

　
　
敢
え
て
外
さ
ず
に
、
誤
っ
て
四
則
を
附
け
ま
し
た
。
ご
指
正
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
實
際
に
『
幽
夢
影
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
胡
其
毅
の
評
語
は
2
箇
所
で
あ
る
。

　
曹
鎗
（
字
は
仲
谷
。
河
北
豊
潤
の
人
）
は
、
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
は
「
頂
戴
し
た
あ
な
た
の
書
籍
は
一
日
中
奉
讃
致
し
ま
し
た
。
や
っ

と
『
幽
夢
影
』
一
種
を
讃
み
終
わ
り
、
拙
さ
を
省
み
ず
、
評
語
一
つ
、
二
つ
ば
か
り
書
き
記
し
ま
し
た
。
ご
立
派
な
お
方
〈
張
潮
の
こ
と
か
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　

の

目
に
鯛
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
特
に
呈
上
し
ま
す
。
す
ぐ
に
私
に
お
教
え
下
さ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
・
：
」
と
記
し
て
い
る
。

　
そ

の

外
、
前
掲
の
王
臭
は
書
簡
を
寄
せ
て
「
舎
親
の
沈
契
掌
〈
前
述
〉
が
寄
せ
た
『
幽
夢
影
』
を
、
手
を
洗
っ
て
奉
讃
し
、
自
然
と
心
が

廣
が

り
精
神
が
伸
び
や
か
に
な
り
、
は
っ
と
氣
が
つ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
大
幸
で
す
。
・
：
そ
こ
で
身
の
程
も
わ
き
ま
え
ず
、
評
語
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ニ
じ

敷
語
を
あ
な
た
の
立
派
な
作
品
の
末
尾
に
お
加
え
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
」
と
述
べ
、
ま
た
閲
も
な
く
寄
せ
た
書
簡
で
も
「
『
幽
夢
影
』
の
つ

た

な
い
評
語
で
立
派
な
文
章
に
績
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
記
録
す
る
に
値
す
る
者
は
、
お
選
び
に
な
り
採
用
し
て
下
さ
れ
ば
、
私
も
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
い
に
不
朽
と
な
り
ま
す
」
云
々
と
記
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
以

上
、
張
潮
の
書
簡
よ
り
、
『
幽
夢
影
』
お
よ
び
そ
の
評
語
に
關
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
た
。
全
容
を
解
明
し
た

と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
『
幽
夢
影
』
が
ど
の
よ
う
に
友
人
た
ち
の
手
に
渡
り
、
評
語
が
制
作
さ
れ
、
そ
れ
が
張
潮
に
戻
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、

書
簡
の
傳
達
状
況
を
通
じ
て
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
は
出
來
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
は
更
に
周
邊
資
料
を
捜
索
し
、
そ
れ
を
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

R

念
に

分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
容
を
解
明
し
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

表
1
．
『
幽
夢
影
』
の
評
者
一
覧
（
五
十
一
昔
順
）

M
評
者

評

書
簡

M
評
者

評

書
簡

M
評
者

評

書
簡

M
評
者

評

書
簡

M
評
者

評

書
簡

1

1
段
簡
堂

1

×

図

段
署

15

○

3

揮
格

2

○

4

蓑
啓
旭

8

○

固

王
秦

4

○

6

王
著

5

○

7

王
稟

14

○

8

1
王
子
直

1

×

9

王
仁

1

×

10

王
正

1

○

画

王
陣

5

○

12

王
仲
儒

1

○

13

王
巣

6

○

14

王
方
岐

1

○

15

1
王
撲
庵

2

×

16

江
士
銃

1

○

17

涯
揖

1

○

18

何
五
芝

1

○

19

紀
映
鐘

1

○

20

姜
實
節

1

○



21

襲
賢

1

○

22

許
承
家

2

○

囲

許
承
宣

1

×

24

許
楚

1

×

閻

斬
治
荊

1

○

26

侃
匡
世

23

○

27

胡
其
毅

2

○

28

胡
復
亨

1

○

囲

顧
彩

18

○

30

臭
嘉
紀

2

×

31

呉
綺

3

×

32

呉
山
濤

1

○

圃

呉
粛
公

8

○

34

呉
髪
畑

1

○

國

孔
尚
任

3

○

囮

江
之
蘭

49

○

37

江
注

2

○

38

洪
嘉
植

5

○

39

黄
雲

3

○

40

黄
孔
植

1

×

回

黄
周
星

7

○

42

黄
泰
來

12

○

43

崔
如
岳

1

×

44

査
士
標

1

○

45

ー
崔
蓮
峰

1

×

46

察
璽

1

○

47

施
閏
章

1

○

48

謝
開
寵

1

×

49

繹
元
瀧

1

○

50

鐸
行
深

2

○

51

繹
師
昂

1

×

52

鐸
海
岳

8

○

53

鐸
浮
村

1

×

54

周
之
橿

12

○

55

周
稗
廉

1

×

56

朱
若
極

1

○

57

朱
愼

6

○

58

最
先

2

○

59

1
徐
硯
谷

1

X

60

徐
岩

1

○

61

沈
思
倫

4

○

62

石
鹿

17

×

63

先
著

1

○

64

銭
勤

2

×

65

宗
元
豫

2

×

66

曹
鎗

2

○

67

曹
貞
吉

1

○

68

曹
溶

2

○

69

孫
枝
蔚

1

×

70

孫
致
彌

12

×

71

曾
燦

1

×

72

戴
名
世

1

○

73

卓
爾
堪

1

○

74

謹
宗

1

○

75

張
韻

1

○

76

張
漸

12

○

77

張
淳

1

○

圃

張
惣

2

○

79

張
道
深

83

○

80

張
兆
絃

7

○

81

陳
均

9

○

國

陳
鼎

2

○

83

陳
翼

8

○

84

程
京
薯

1

×

85

程
遼

1

○

86

鄭
晋
徳

4

○

87

鄭
藩
修

1

×

囲

狭
億

1

○

國

杜
溶

3

○

囲

梅
庚

1

○

圃

梅
文
鼎

1

○

92

萢
國
旅

1

○

93

畢
煕
陽

7

○

図

関
麟
嗣

2

○

95

方
洪
蓋

1

○

96

方
熊

1

○

97

鹿
弼

15

○

囲

冒
裏

4

○

國

冒
丹
書

3

○

皿

尤
珍

10

○

皿

尤
伺

17

○

囮

余
懐

4

○

㎜

余
木
㎜

1

○

皿

余
蘭
碩

5

○

珊

楊
衡
選

6

○
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※

姓
の

五
士
音
順
と
し
、
漢
字
の
書
敷
の
正
順
と
し
た
。
　
※
張
潮
の
叢
書
（
『
虞
初
新
志
』
『
檀
几
叢
書
』
『
昭
代
叢
書
』
〈
甲
・
乙
・
丙
集
〉
）

に

作

品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
者
に
は
’
通
し
番
號
を
□
で
園
っ
た
。
　
※
評
者
の
傍
線
は
名
が
不
明
で
字
號
の
者
。
　
※
ゴ
チ
ッ
ク
太
字
の

評
者
は
表
4
掲
載
の
人
物
　
※
評
ー
『
幽
夢
影
』
中
の
評
語
敷
。
　
※
書
簡
ー
『
尺
績
友
聲
集
』
『
友
聲
偶
存
』
中
の
關
連
書
簡
の
有
無
。

表
2
．
『
尺
膿
友
聲
集
』
中
の
『
幽
夢
影
』
に
闘
す
る
書
簡
（
各
巻
別
）

巻
敷

幽

総
敷

年
代

（西
暦
）

M
（差
出
人
）

甲

0

97

＝
ハ
八
〇
以
前

な
し

乙

0

94

一
⊥ハ
八
九
以
前

な
し

丙

0

94

一
⊥ハ
八
九
以
前

な
し

丁

0

82

一
六
九
二

な
し

戊

4

85

一
六
九
三

皿
朱
愼
　
獅
余
懐
　
珊
余
懐
　
姻
楊
衡
選

己

4

63

＝
ハ
九
四

瑚
王
陣

　
川
朱
愼
　
珊
江
之
蘭
　
鵬
冒
丹
書

庚

1

76

一
六
九
五

醐
王
巣

辛

1

59

一
六
九
⊥
ハ

蹴
張
竹
披

壬

9

63

＝
ハ
九
七

碩
江
之
蘭
　
鯛
胡
其
毅
　
珊
李
澄
　
刷
王
陣
　
脇
尤
個
　
梛
稗
廣
蓮
　
脳
顧
彩
　
加
銭
岳
　
田
余
賓
碩
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五 四 三 二 一 癸

3 2 1 3 1 2

55 39 35 55 60 52

一 一 一 一 一 一
七 七 七 七 六 六
○ ○ ○ ○ 九 九
五 三 一 ○ 九 八

、

二
四
一

999 937 915 856 798 722

鹿 王 沈 胡 胡 呉
弼 泉 思 復 復 錫

倫 享 享 晋
1012 943

王 王 869 了27

果 臭 呉 張
錫 兆

1013 晋 鉱
蒋
纏 877

搏 曹
鎗

※

－
拙
稿
「
張
潮
『
尺
腰
友
聲
集
』
『
尺
績
友
聲
偶
存
』
研
究
資
料
編
」
表
2
の
書
簡
通
し
番
號

※

幽
ー
『
幽
夢
影
』
關
連
の
書
簡
藪
　
※
纏
藪
ー
巻
全
髄
の
書
簡
敷
　
※
年
代
－
推
定
制
作
年
代

（74）

表
3
．
『
尺
憤
友
聲
偶
存
』
中
の
『
幽
夢
影
』
に
關
す
る
書
簡
（
各
巻
別
）

巻
敷

幽

線
藪

年
代

（西
暦
）

M
（宛
名
）

一

0

55

一
⊥ハ
八
〇
前
後

な
し

二

2

48

一
⊥ハ
八
九
以
前

77

余
懐
　
7
8
余
懐

三

2

35

一
六
九
五
以
前

田
王
陣

　
m
朱
愼

四

2

44

一
⊥ハ
九
五

脳
江
之
蘭
　
田
畢
煕
腸

五

7

39

一
六
九
⊥
ハ
、
七

捌
孔
街
任
　
皿
稗
廣
蓮
　
盟
朱
裏
　
珊
鐸
廣
蓮
　
㎜
愛
新
畳
羅
岳
端
　
㎜
黄
雲
　
田
尤
桐



± 十 九 八 七 六

0 3 1 0 1 2

28 48 42 44 43 30

一 一 一 一 → 一
七 七 七 七 六 六
○ ○ ○ ○ 九 九
四 二 一 ○ 九 七

主 三 パ

な 380 356 な 284 231

し 江 沈 し 尤 尤
士 思 珍 桐
鉱 倫

234

423 陳
王 鼎
臭

426

沈
田
’巳、

倫

表
4
．
張
潮
の
書
簡
に
見
ら
れ
る

　
　
　
※

1
拙
稿
「
張
潮
『
尺
績
友
聲
集
』
『
尺
績
友
聲
偶
存
』
研
究
資
料
編
」
表
3
の
書
簡
通
し
番
號

『
幽
夢
影
』
に
關
す
る
書
簡
の
宛
名
（
偶
存
）
と
差
出
人
（
友
聲
）
〈
五
士
音
順
〉
　
　
　
　
㈱

M

氏
　
名

字
・
號
・
出
身

偶

（総
／
幽
）

友

（線
／
幽
）

備
考

1

愛
新
畳
羅
岳
端

字
は

正

北
遷
安
。

16

／
1

2
／
0

2

王
臭

字
は

司
直
、
號
は
汝
陳
。
江
蘇
嘉
定
。

2
／
1

3
／
3

評
語

（1
5
）

3

王
陣

字
は
丹
麓
、
號
は
木
養
。
漸
江
仁
和
。

35

／
1

28

／
2

評
語

（
5
）
／
題
欝
／
虞
3
・
檀
4
・
昭
7

4

王
業

字
は
名
友
、
號
は
勿
蕩
。
安
徽
款
縣
。

1
／
0

3
／
1

評
語

（6
）

一
h
∨

注
士
鉱

字
は
扶
農
、
號
は
栗
亭
。
安
徽
敦
縣
。

10

／
1

17

／
0

評
語

（1
）

6

胡
其
毅

字
は
致
果
・
静
夫
。
號
は
静
拙
齋
。
江
蘇
江
寧
。

1
／
0

2
／
1

評
語

（2
）

7

胡
復
亨

字
は
會
來
。
湖
北
黄
州
。

0
／
0

2
／
2

評
語
（
1
）



8

顧
彩

字
は
天
石
、
號
は
夢
鶴
居
士
。
江
蘇
無
錫
。

4
／
0

15

／
1

評
語

（
1
8
）
／
虞
2
・
昭
1

9

孔
旬
任

字
は
聰
之
、
號
は
東
塘
。
山
東
曲
阜
。

18

／
1

20

／
0

評
語

（3
）

10

江
之
蘭

字
は
含
徴
、
號
は
文
房
。
安
徽
欽
縣
。

13

／
1

15

／
2

評
語

（
4
9
）
／
序
文
／
昭
2

11

黄
雲

字
は
仙
裳
、
號
は
奮
蕉
。
江
蘇
泰
州
。

3
／
1

14

／
0

評
語

（3
）

12

呉
錫
晋

字
は
子
山
。
安
徽
款
縣
。

0
／
0

2
／
2

13

稗
廣
蓮

字
は
根
潔
。
安
徽
鍬
縣
。

6
／
2

3
／
1

14

朱
裏

字
は
賛
皇
、
號
は
織
字
軒
。
江
蘇
無
錫
。

6
／
1

5
／
0

15

朱
愼

字
は
其
恭
、
號
は
菊
山
。
漸
江
武
義
。

6
／
1

15

／
2

評
語

（6
）

16

蒋
継
搏

字
は
宋
徴
。
江
蘇
江
都
。

0
／
0

1
／
1

17

沈
思
倫

字
は
契
掌
、
號
は
閑
吾
。
安
徽
池
州
。

8
／
2

1
／
1

評
語

（
4
）
／
昭
1

18

銭
岳

字
は
藍
生
、
號
は
十
青
。
江
蘇
蘇
州
。

1
／
0

H
／
1

19

曹
鎗

字
は

仲
谷
、
號
は
松
茨
。
河
北
豊
潤
。

1
／
0

1
／
1

評
語

（2
）

20

張
兆
鉱

字
は

貫
玉
、
號
は
迂
養
。

6
／
0

15

／
1

評
語

（
7
）
、
張
潮
の
甥
。

21

張
道
深

字
は

自
得
、
號
は
竹
披
。
江
蘇
彰
城
。

0
／
0

3
／
1

評
語

（8
3
∀

22

陳
鼎

字
は

定

と
も
］
。

1
／
1

7
／
0

評
語

（
6
）
虞
・
昭
5

23

畢
煕
腸

字
は
右
萬
、
號
は
隅
谷
。
安
徽
歎
縣
。

5
／
1

13

／
0

評
語

（
8
）
／
檀
1

24

寵
弼

字
は

天
池
、
號
は
筆
奴
。
山
西
高
都
。

0
／
0

3
／
1

評
語

（1
5
）

25

冒
丹
書

字
は
青
若
、
號
は
卯
君
。
江
蘇
如
皐
。

3
／
0

12

／
1

評
語

（
3
）
／
檀
1

26

尤
珍

字
は
謹
庸
、
號
は
慧
珠
。
江
蘇
長
州
。

1
／
1

1
／
0

評
語

（
1
0
）
／
昭
1

27

尤
桐

字
は
展
成
、
號
は
悔
養
・
西
堂
老
人
。
江
蘇
長
州
。

5
／
2

5
／
1

評
語

（
1
7
）
／
虞
1
・
檀
3
・
昭
5

28

余
懐

字
は
澹
心
、
號
は
童
翁
・
廣
霞
。
禧
建
蒲
田
。

8
／
2

14

／
2

評
語

（
4
）
／
序
文
／
虞
3
・
檀
1
・
昭
2 （76）



29

余
蘭
碩

字
は
香
組
、
號
は
少
霞
・
湘
客
。
幅
建
甫
田
。

0
／
0

8
／
1

評
語

（4
）

30

楊
衡
選

字
は
聖
藻
。
江
蘇
浬
陽
。

0
／
0

5
／
1

評
語

（6
）

31

李
澄

字
は
季
子
、
號
は
礪
園
・
水
樵
。
江
蘇
興
化
。

1
／
0

4
／
1

評
語

（
H
）
／
檀
1

　
※

纏
／

幽
ー
各
人
物
の
書
簡
集
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
書
簡
の
総
敷
／
『
幽
夢
影
』
に
關
す
る
書
簡
敷
。
　
※
作
者
ー
『
幽
夢
影
』
に
評
語

が
存
在
す

る
者
。
（
　
）
は
評
語
の
敷
。
　
※
虞
・
檀
・
昭
ー
そ
れ
ぞ
れ
『
虞
初
新
志
』
『
檀
几
叢
書
』
『
昭
代
叢
書
』
に
お
け
る
作
品
の
掲

載
敷
。

　
※

参
考

ー
出
身
地
別
一
覧
　
安
徽
敦
縣
5
　
揚
州
1
　
漸
江
2
（
仁
和
1
・
武
義
1
）
　
江
蘇
（
泰
州
1
・
長
洲
2
・
蘇
州
1
・
彰
城
1
・

如
皐
1
．
嘉
定
1
．
江
寧
1
・
無
錫
2
・
池
州
1
・
浬
陽
1
・
興
化
1
）
　
湖
北
黄
州
1
　
湖
南
1
（
黙
中
1
［
漸
江
江
陰
と
も
］
）
　
山
東

曲
阜
1
　
河
北
3
（
磁
州
1
・
豊
潤
1
・
遷
安
1
）
　
山
西
高
都
1
　
頑
建
甫
田
2
　
不
明
（
親
族
）
1

　注15432（6
）

F書
簡
か
ら
見
た
張
潮
『
虞
初
新
志
』
の
編
集
状
況
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
十
四
號
・
1
1
0
1
五
年
三
月
）
、
「
書
簡
か
ら
見
た
張
潮
『
檀

几
叢
書
』
の
編
集
状
況
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
＋
五
號
・
二
〇
一
六
年
三
月
）
、
F
書
簡
か
ら
見
た
張
潮
『
昭
代
叢
書
』
の
編
集
状
況
」
（
大

東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
十
八
號
・
1
1
0
一
九
年
三
月
）

F
張
潮
と
江
南
文
人
の
交
流
－
書
簡
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
『
中
國
古
典
小
説
研
究
』
＋
八
w
s
　
’
1
1
0
1
四
年
三
月
）

合

山
究
鐸
注
『
幽
夢
影
』
（
中
國
古
典
新
書
・
明
徳
出
版
杜
・
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。
2
1
9
條
と
す
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。

詳

し
く
は
、
拙
論
「
張
潮
『
幽
夢
影
』
評
語
研
究
初
探
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
十
一
號
・
二
〇
一
二
年
三
月
）
参
照
。

戴
廷
木
㎜
「
《
幽
夢
影
》
版
刻
考
論
」
（
『
文
献
』
1
1
0
1
1
年
十
月
・
第
四
期
）
、
前
掲
合
山
究
鐸
注
『
幽
夢
影
』
、
高
旛
瑠
『
張
潮
與
《
幽
夢
影
》
』
（
萬

巻
棲
圓
書
股
扮
有
限
公
司
・
二
〇
〇
四
年
）
、
劉
和
文
『
張
潮
研
究
』
（
安
徽
大
學
出
版
社
・
1
1
0
1
一
年
）
等
。

鴻
保
全
謹
注

『
新
諜
幽
夢
影
』
（
三
民
出
版
杜
・
1
　
1
0
0
0
年
）
、
司
馬
哲
編
『
幽
夢
影
全
書
』
（
國
學
新
讃
大
講
堂
・
中
國
文
物
出
版
硅
・
二
〇
〇
九
年
）

（77）
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『
友
聲
』
6
（
壬
集
）
「
・
：
。
幽
夢
影
得
再
恵
一
冊
爲
感
」

『
友
聲
』
岨
（
壬
集
）
「
：
・
。
幽
夢
影
梓
成
、
望
多
寄
幾
冊
。
：
・
」

『
友
聲
』
㎜
（
新
集
巻
五
）
「
幽
夢
影
求
多
螂
藪
冊
。
・
：
」

『
偶
存
』
㎜
「
復
黄
仙
裳
」
（
巻
五
）
二
：
。
承
詞
近
刻
、
敢
以
去
歳
所
輯
昭
代
叢
書
及
幽
夢
影
・
雑
組
、
又
今
歳
所
製
凱
旋
詩
、

直
筆
指
示
、
切
薦
、
切
薦
。
・
：
」

『
偶
存
』
珊
「
復
江
栗
亭
」
（
春
十
）
　
r
．
．
．
o
外
、
集
蒙
感
雁
篇
一
峡
、
又
拙
著
幽
夢
影
補
評
一
峡
、
統
惟
検
入
是
荷
」

『
偶
存
』
珊
「
與
根
潔
上
人
」
（
巻
五
）
「
幽
夢
影
四
冊
、
外
一
冊
呈
上
紅
蘭
圭
人
。
：
・
」

詳

し
く
は
「
張
潮
と
紅
蘭
圭
人
の
交
遊
－
書
箇
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
『
東
洋
研
究
』
一
九
四
號
・
二
〇
1
四
年
十
1
l
月
）
参
照
。

『
偶
存
』
脱
「
再
寄
朱
賛
皇
」
（
巻
五
）
「
近
刻
幽
夢
影
、
郵
呈
斧
政
、
幸
賜
台
評
。
爲
荷
外
一
冊
、
呈
上
圭
人
。
又
四
冊
存
尊
虚
、

『
偶
存
』
邪
「
上
勤
郡
王
」
（
巻
五
）
　
r
附
有
拙
刻
幽
夢
影
一
冊
、
想
已
久
呈
電
覧
。
・
：
」

等
。と
も
に
北
京
圖
書
館
（
北
海
公
園
古
籍
館
）
、
天
津
圓
書
館
、
ア
メ
リ
カ
國
會
圖
書
館
等
に
所
藏
。
乾
隆
庚
子
（
g
e
十
五
　
〈
1
七
八
〇
〉
年
）
秋
鏑
・

心
齋
定
本
・
本
衙
藏
版
。
本
論
で
は
北
京
圓
書
館
本
を
使
用
す
る
。
な
お
、
本
論
で
は
前
掲
「
張
潮
『
尺
績
友
聲
集
』
『
尺
腰
友
聲
偶
存
』
研
究
資
料
編
」

（大
東
文
化
大
學

『
中
國
學
論
集
』
三
十
號
・
1
1
0
1
二
年
十
二
月
）
に
從
っ
て
通
し
番
號
（
『
友
聲
』
は
表
2
、
『
偶
存
』
は
表
3
の
通
し
番
號
）
を

表
記
す
る
。

な
お
、
両
書
簡
集
や
張
潮
の
書
簡
傳
達
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
張
潮
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
ー
『
尺
膿
友
聲
集
』
及
び
『
尺
績
友
聲
偶
存
』
を

手
が

か

り
に
ー
」
（
『
漢
學
會
誌
』
五
十
二
號
・
1
1
0
＝
二
年
三
月
）
、
前
掲
「
張
潮
『
尺
績
友
聲
集
』
『
尺
腫
友
聲
偶
存
』
研
究
資
料
編
」
を
参
照
。

『
香
夢
影
』
が
『
幽
夢
影
』
の
初
名
で
あ
る
こ
と
は
、
李
金
堂
編
校
『
余
懐
全
集
（
上
）
』
　
（
上
海
古
籍
出
版
蔽
・
1
1
0
一
一
年
）
三
⊥
ハ
三
頁
「
與
張
潮

＃
（
1
1
1
」
編
校
者
注
に
も
言
及
が
あ
る
。

陳
鼎

『
留
渓
外
傳
』
巻
六

『
偶
存
』
捌
「
寄
復
陳
定
九
」
（
巻
六
）
　
r
．
．
．
。
今
寄
上
檀
几
叢
書
初
集
五
部
・
昭
代
叢
書
五
部
・
幽
夢
影
四
部
聲
凱
旋
詩
歌
、
到
日
乞
検
入
。
：
・
」

『
偶
存
』
撚
「
復
王
司
直
」
（
巻
十
）
　
r
．
．
．
。
幽
夢
影
遵
命
奉
上
凡
四
冊
、
又
：
・
」

王
概

1
『
友
聲
』
1
通
、
『
偶
存
』
3
通
・
王
著
ー
『
友
聲
』
2
通
、
『
偶
存
』
3
通
。

『
偶
存
』
梛
「
復
沈
契
掌
」
（
巻
＋
）
　
r
．
．
．
。
外
又
幽
夢
影
遵
命
奉
到
三
冊
、
：
・
」

就
正
有
道
、
省
惟

．

．

．

」

（78）
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『
友
聲
』
㎜
（
新
集
巻
五
）
二
：
。
尊
刻
幽
夢
影
、
摘
之
金
墓
、
皆
爲
友
人
劫
去
。
目
下
索
者
紛
紛
。
・
：
」

『
友
聲
』
研
（
巳
集
）
「
幽
夢
影
一
書
、
久
爲
方
符
白
橋
去
。
渠
方
日
在
椀
安
郡
中
、
喚
之
不
醒
。
奈
何
。
但
吾
兄
爲
夢
多
端
。
都
化
作
醐
蝶
飛
去
、
使

我
何
虚
捉
皐
。
若
欲
得
其
端
侃
、
不
如
足
下
権
作
杜
麗
娘
尋
夢
一
番
。
可
無
煩
弟
作
李
少
君
也
。
一
笑
」

『
抱
朴
子
』
内
篇
．
論
仙
「
少
君
之
將
去
也
、
武
帝
夢
與
之
土
ハ
登
嵩
高
山
、
牛
道
、
有
使
者
乗
龍
持
節
、
從
云
中
下
。
云
太
乙
請
少
君
。
帝
畳
、
以
語

左
右
日
、
如
我
之
夢
、
少
君
將
舎
我
去
　
。
藪
日
、
而
少
君
稻
病
死
」

『
偶
存
』
朋
「
與
朱
菊
山
索
幽
夢
影
」
（
春
三
）
「
幽
夢
影
久
未
索
還
。
恐
類
鄭
人
陛
中
之
失
、
敢
析
吾
兄
以
捉
影
之
手
爲
我
尋
夢
、
庶
華
膏
　
席
地
猶

得
復
蹄
原
主
人
也
」

『
幽
夢
影
』
1
8
の
評
語
に
「
尤
悔
庵
日
、
第
一
大
願
、
又
日
、
願
在
人
而
爲
夢
」
と
か
「
尤
慧
珠
日
、
我
亦
有
大
願
、
願
在
夢
而
爲
影
」
等
と
あ
る
。

以

上
、
五
名
の
序
・
嚴
は
道
光
本
『
昭
代
叢
書
』
（
上
海
古
籍
出
版
吐
影
印
・
一
九
九
O
年
）
所
牧
の
『
幽
夢
影
』
に
見
ら
れ
る
。

詳

し
く
は
、
拙
論
「
王
陣
と
そ
の
交
遊
關
係
に
つ
い
て
」
（
大
東
文
化
大
學
『
漢
學
會
誌
』
五
十
六
號
・
1
1
0
1
七
年
三
月
）
を
参
照
。

『
偶
存
』
田
「
寄
王
丹
麓
」
（
春
三
）
「
所
懇
幽
夢
影
序
文
、
侯
襲
梓
時
再
容
拝
領
耳
。
：
・
」

『
友
聲
』
娚
（
巳
集
）
「
…
。
蒙
委
幽
夢
影
題
詞
、
弟
以
筆
墨
久
廃
、
未
敢
草
率
。
或
侯
先
生
刻
成
、
幸
以
刻
様
見
寄
、
當
鍍
藪
語
。
・
：
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

G

王
陣
の
文
集
『
霞
畢
堂
文
集
』
巻
三
に
「
幽
夢
影
題
欝
」
有
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

『
友
聲
』
獅
（
戊
集
）
「
・
：
。
香
夢
影
題
詞
、
已
経
属
草
、
容
即
録
出
迭
政
。
：
・
」

『
友
聲
』
猫
（
戊
集
）
「
：
・
。
香
夢
影
題
詞
呈
上
。
率
筆
拝
■
宵
中
、
不
自
知
文
鮮
之
工
拙
也
。
：
こ

詳

し
く
は
、
拙
論
「
余
懐
と
張
潮
ー
作
者
と
編
者
の
關
係
を
中
心
に
ー
」
（
『
大
東
文
化
大
學
紀
要
（
人
文
科
學
篇
）
』
五
十
三
號
・
1
1
0
＝
二
年
）
を

参
照
。

『
友
聲
』
梛
（
壬
集
）
「
…
。
再
前
蒙
囑
幽
夢
影
作
叙
、
主
人
已
爲
首
肯
。
但
未
見
尊
稿
則
措
欝
無
由
。
幸
速
寄
來
、
以
便
其
乗
興
揮
毫
可
耳
。
：
・
」

『
幽
夢
影
』
「
予
嘗
謂
二
氏
不
可
廃
、
非
襲
夫
大
養
濟
院
之
陳
言
也
」

『
友
聲
』
珊
（
巻
四
）
7
：
。
然
常
謂
、
二
氏
必
不
可
廃
。
拙
著
幽
夢
影
中
曾
及
之
。
・
：
」

前
掲
合
山
究
著
書
の
本
文
に
振
ら
れ
た
通
し
番
號
に
よ
る
。

『
友
聲
』
m
（
癸
集
）
「
：
・
。
讃
幽
夢
影
一
書
、
其
中
有
格
言
、
有
理
學
、
有
創
解
、
有
幻
想
、
有
別
見
、
有
奇
思
、
有
韻
語
、
有
趣
論
、
有
異
説
、

有
麗
情
、
有
経
濟
、
有
戯
諺
、
有
醒
世
驚
人
之
句
。
大
率
顯
而
非
幽
、
畳
而
非
夢
、
質
而
非
影
也
。
廼
名
之
以
幽
夢
影
者
、
在
尊
著
必
有
所
謂
、
而

鉱
則
不
解
何
謂
也
。
・
：
」
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『
金
剛
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
。

『
友
聲
』
鵬
（
新
集
巻
五
）
「
嘗
讃
佛
氏
書
謂
、
一
切
有
爲
法
、
如
夢
幻
泡
影
。
蓋
謂
影
虚
而
非
實
也
。
及
讃
心
齋
先
生
幽
夢
影
、
句
句
皆
實
學
則
吾

儒
所
謂
影
與
佛
氏
所
謂
影
、
固
自
不
同
。
然
吾
儒
中
自
負
於
實
學
者
頗
多
。
観
其
文
字
語
言
、
終
渉
影
響
、
抑
又
何
歎
。
請
以
質
之
心
齋
先
生
」

『
友
聲
』
搬
（
戊
集
）
「
前
見
示
難
姐
及
香
夢
影
二
種
、
字
字
新
異
、
不
拾
人
牙
慧
。
弟
箋
燈
展
調
、
惟
有
沓
嵯
嘆
奇
絶
、
錐
欲
略
加
去
取
、
而
無
從
也
。

－

－

－

」

『
友
聲
』
別
（
新
集
春
一
）
「
得
讃
先
生
幽
夢
影
諸
編
、
快
妙
無
比
、
・
：
」

『
友
聲
』
細
（
新
集
巻
1
1
）
　
F
・
．
．
。
至
幽
夢
影
則
風
流
葱
籍
、
蒙
荘
達
観
。
：
・
」

『
友

聲
』
姻
（
戊
集
）
「
語
凡
敷
見
則
不
鮮
。
今
香
夢
影
段
段
開
人
心
宵
、
吾
欲
焚
辮
香
、
共
荘
子
南
華
讃
之
、
晋
人
清
談
、
覧
無
意
味
、
郎
付
剤
剛

以
開
聾
替
望
望
」

『
偶
存
』
鋤
「
復
注
栗
亭
」
（
春
十
）

本
論
で
は

『
幽
夢
影
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
昭
代
叢
書
』
（
上
海
古
籍
出
版
吐
影
印
・
一
九
八
九
年
）
別
集
本
を
使
用
す
る
。

r
張
潮
『
幽
夢
影
』
の
評
者
た
ち
」
（
『
大
東
文
化
大
學
文
學
部
紀
要
（
人
文
科
學
編
）
』
五
〇
號
・
1
1
0
一
二
年
三
月
）

前
掲

「
張
潮
『
幽
夢
影
』
の
評
者
た
ち
」

　
　
　
1
3

『
偶
存
』

『友
聲
』

『
友
聲
』

『
偶
存
』

『
友
聲
』

『
偶
存
』

231　　711　　284　　869　　了22　　2

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
號
・
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

参
照
。

張
潮
と
孔
省
任
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
張
潮
『
幽
夢
影
』
と
評
者
た
ち
」
を
参
照
。

『
偶
存
』
捌
「
寄
復
孔
東
塘
主
政
」
（
巻
F
A
）
　
r
・
．
．
e
拙
著
幽
夢
影
、
今
年
亦
欲
付
梓
。
前
歳
託
宣
城
友
人
衰
中
江
摘
入
都
門
、
再
諸
老
先
生
評
語
。

江
忽
作
古
人
、
不
識
此
書
浮
沈
何
地
也
。
今
一
而
付
梓
、
留
木
以
待
補
評
、
伺
可
増
入
耳
。
・
：
」

（巻
五
）
　
r
復
尤
悔
養
年
伯
」
「
幽
夢
影
尊
評
、
未
蒙
頒
到
。
省
析
検
寄
。
・
：
」

（癸
集
）
「
弦
以
便
郵
勒
候
頑
履
、
井
將
西
堂
先
生
所
閲
幽
夢
影
、
一
拉
持
上
。
伏
望
験
牧
。
・
：
」

（新
集
春
I
D
　
r
至
戊
寅
春
、
曾
具
一
函
。
將
西
堂
先
生
所
評
尊
著
幽
夢
影
寄
上
」

「
與
尤
慧
珠
検
討
」
（
春
七
）
二
：
。
拙
著
幽
夢
影
重
荷
台
評
、
感
敢
何
似
。
：
・
」

（壬
集
）
「
其
幽
夢
影
井
雑
狙
評
語
、
岳
來
面
奉
。
・
：
」

r復
尤
悔
蓄
年
伯
」
（
巻
六
）
　
r
初
夏
、
銭
十
老
來
、
接
到
老
年
伯
先
生
大
筆
幽
夢
影
評
語
。
・
：
」

　
　
　
拙
論
「
張
潮
と
王
士
頑
の
交
遊
關
係
1
編
集
状
況
を
手
が
か
り
に
ー
」
（
『
東
洋
研
究
』

を中

（80）
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『
友
聲
』
肥
（
新
集
春
1
1
D
　
r
・
．
．
。
閲
見
幽
夢
影
部
内
諸
家
評
語
、
伺
有
空
位
。
妄
擬
藪
欝
録
之
別
紙
呈
。
正
如
有
可
採
、
幸
存
一
二
。
然
線
聴
尊
意
。

恕
其
槽
妄
可
也
。
貴
宗
譜
石
先
生
庭
晒
時
井
乞
代
致
。
：
・
」

『
偶
存
』
鰯
「
復
沈
契
掌
」
（
巻
九
）
「
：
・
。
承
諭
拙
著
幽
夢
影
、
久
未
刷
印
。
尊
評
已
借
光
敷
條
、
侯
印
出
、
自
當
郵
奉
台
覧
也
。
：
・
」

r
呂
租
本
傳
」
（
『
呂
祀
全
書
』
）
に
「
鍾
離
撫
掌
日
、
塵
心
難
滅
、
仙
才
難
遇
、
吾
之
求
人
、
甚
於
人
求
吾
也
。
吾
見
汝
心
君
大
定
、
魔
光
十
現
、
而

皆
不
爲
所
折
、
必
成
道
　
」
云
々
と
あ
る
。

『
偶
存
』
7
r
與
余
澹
心
」
（
春
1
1
）
　
F
至
幽
夢
影
一
編
、
則
乞
揮
敷
語
、
以
爲
弁
無
厭
之
。
請
不
識
先
生
將
爲
王
方
卒
揮
鞭
以
責
乎
、
抑
將
爲
麻
姑
之

漫
不
介
意

乎
。
否
則
或
寛
如
其
所
請
如
呂
組
之
所
謂
吾
之
求
人
、
甚
干
人
之
求
吾
者
乎
。
僕
知
先
生
領
袖
仙
班
爲
當
今
呂
租
、
專
以
度
世
爲
心
、
必

不
惜
歯
牙
鯨
論
。
故
敢
蒙
此
妄
想
、
唯
先
生
察
之
。
：
・
」

『
偶
存
』
7
8
「
又
［
與
余
澹
心
］
」
（
巻
二
）
「
幽
夢
影
承
恵
弁
言
、
可
籍
台
光
以
爲
重
感
。
：
・
」

『
友
聲
』
脚
（
庚
集
）
「
幽
夢
影
一
書
、
可
以
療
俗
、
似
属
格
言
。
然
却
無
＝
毫
道
學
氣
、
必
傳
無
疑
。
弟
逡
命
妄
評
敷
則
原
稿
。
壁
上
幸
照
入
。
弟

8
有
傳
敷
篇
、
待
到
准
、
再
馳
寄
」

『
偶
存
』
皿
「
復
江
含
徴
」
（
巻
四
）
「
弟
幽
夢
影
一
重
『
自
畳
頗
饒
別
趣
。
因
友
人
摘
入
都
門
。
挨
彼
寄
同
、
方
能
授
梓
。
此
中
頗
有
吾
兄
澆
頭
作
料
　
D

在

上
、
正
可
稻
五
侯
鯖
也
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

『
友
聲
』
鵬
（
巳
集
∀
「
：
・
。
幽
夢
影
潜
評
有
提
摯
大
意
者
、
有
全
紳
領
會
者
、
有
断
章
取
義
者
、
有
意
在
言
外
者
。
吾
兄
文
心
慧
眼
自
能
了
、
此
諒

不
抹
去
、
不
敢
更
爲
饒
舌
也
。
：
・
」

『
友
聲
』
珊
（
巳
集
）
「
讃
先
生
幽
夢
影
筆
記
、
大
是
裕
人
心
目
、
意
想
超
抜
出
塵
、
皆
再
來
人
夙
悟
語
也
。
承
命
妄
附
敷
小
評
、
未
菟
有
佛
頭
之
請
。

原
本
呈
上
。
・
：
大
著
中
江
含
徴
先
生
諸
評
絶
佳
、
乞
致
傾
慕
。
・
：
」

『
偶
存
』
㎜
「
再
寄
朱
賛
皇
」
（
巻
五
）
「
又
四
冊
存
尊
虚
、
倫
諸
老
先
生
有
肯
着
評
語
者
、
亦
不
妨
代
索
之
。
其
鮮
不
須
過
暑
即
鄙
意
相
反
、
或
嬉
笑

怒
罵
皆
無
不
可
也
」

『
偶
存
』
皿
「
復
根
潔
上
人
」
（
巻
五
）
「
・
：
。
今
寄
來
幽
夢
影
四
冊
、
幸
検
入
。
倫
諸
公
有
肯
賜
評
者
、
不
妨
代
索
佳
評
也
」

『
友
聲
』
鰯
（
辛
集
）
二
：
。
承
教
幽
夢
影
、
以
精
金
美
玉
之
談
、
登
天
根
理
窟
之
妙
。
小
姪
旅
邸
無
下
酒
物
、
得
此
敷
夕
酒
杯
、
間
頗
饒
山
珍
海
錯
、

何
快
如
之
。
不
端
狂
替
、
妄
贅
珀
言
敷
則
。
老
叔
墓
進
而
教
之
、
幸
甚
、
幸
甚
。
：
・
」

『
友
聲
』
脳
（
壬
集
）
「
昨
過
擾
、
謝
謝
。
蹄
讃
幽
夢
影
、
一
則
一
叫
絶
。
今
干
無
批
語
虚
、
潜
添
敷
段
以
附
。
不
朽
原
本
緻
上
、
以
便
補
刻
、
如
以

爲
太
多
、
或
移
敷
語
干
他
良
友
名
下
可
」
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（7
）

（7
8
）

前
掲
「
張
潮
『
幽
夢
影
』
評
語
研
究
初
探
」
参
照
。

『
友
聲
』
珊
（
壬
集
）
「
・
：
。
今
讃
尊
著
幽
夢
影
、
悉
本
容
照
所
登
、
又
極
儒
永
微
妙
、
可
敵
巫
日
人
世
説
、
固
宋
儒
所
當
遜
譲
者
。
謹
與
櫟
園
公
書
影

一
編
、
奉
爲
帳
中
之
秘
。
來
諭
属
評
　
二
r
不
敢
自
外
、
謬
附
四
則
。
請
政
。
・
：
」

『
友
聲
』
田
（
新
集
巻
二
）
「
：
・
。
恵
教
佳
刻
捧
讃
寛
日
o
僅
了
得
幽
夢
影
一
種
、
不
端
蕪
晒
聞
、
綴
潜
評
一
1
　
l
。
未
知
有
當
高
明
否
。
特
呈
上
。
望

直
以
教
我
、
感
感
。
：
・
」

『
友
聲
』
蜥
（
新
集
巻
四
）
　
F
．
．
．
。
舎
親
沈
契
掌
所
寄
幽
夢
影
、
盟
手
捧
讃
、
’
不
覧
心
瞳
紳
恰
、
頓
開
茅
塞
。
誠
爲
大
幸
。
：
・
因
不
端
禽
鄙
、
潜
評

敷
語
、
欲
附
駿
尾
。
想
先
生
或
不
以
爲
厭
也
。
：
・
」

『
友
聲
』
粥
（
新
集
春
四
）
　
r
．
．
．
。
幽
夢
影
妄
評
績
　
、
或
有
可
録
、
揮
而
取
之
、
則
弟
亦
頼
以
傳
不
朽
　
。
・
：
」

（82）


